




生きがいとストレングス

� 国際医療福祉大学大学院医療福祉学研究科教授　白澤　政和　　

在宅の医療や介護にかかわる団体で構成される日本在宅ケアアライアンスが在宅療
養者のQOL指標をテーマに研究している。日本在宅ケアアライアンスが示したQOL
簡易指標（暫定版）では図に示したようにQOLを「いのち（生命）」「くらし（生活）」
「いきがい（人生）」の 3 要素が相互に重複するものとして捉え，生きがい独自の指
標としては，「幸せを感じ前向きな気持ちが持てている」と「楽しみや笑顔がある」
と説明している。QOLは「生命の質」や「生活の質」を指すといわれてきたが，生
きがいの質を指すことはあまりいわれることがなかったので，新鮮な気分になった。
同時に，人々が生きがいを得るためには，どのように支援すればよいのかが気になっ
ていた。

私はケアマネジメントの研究をしているが，ケアマネジメントでは従来，「生命」
を含めた「生活」における課題を解決するためにサービスを調整する支援を提供して
きた。一方で，最低限の生命や生活を確保する支援はできるが，それだけでは自ら生
命や生活の改善に向かっていく生き生きした生活にはならないことが問題になってき
た。そこから，利用者や地域社会の「したい」や「できる」といったストレングスを
活用した支援をすることで，利用者がエンパワメントすることが実証されてきた。こ

図　【暫定版】日本在宅ケアアライアンス版QOL簡易指標

図 【暫定版】日本在宅ケアアライアンス版QOL簡易指標 
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出典：日本在宅ケアアライアンス第16回学術委員会（https://www.jhhca.jp/committee-20251117/）

生きがい研究 第32号_00b-特別寄稿.indd   1生きがい研究 第32号_00b-特別寄稿.indd   1 2026/03/24   12:38:302026/03/24   12:38:30



れは，問題解決型の支援ではなく，目標達成型の支援であり，利用者の「したい」や
「できる」の実現を支援していくことである。

私は，在宅ケアアライアンスのQOL指標研究で示された「生きがい」と，利用者
のストレングスの活用は関連しているのではないかと感じている。すなわち，ストレ
ングスを活用した支援を実施することで，利用者の生きがいが高まり，生命や生活の
質を超えたQOLが高まるのではないかと考えている。

2024（令和 6 ）年12月に，認知症の当事者も参画し，「認知症施策推進基本計画」
が作成された。そこでは，認知症の人も「できること」「したいこと」があるという
新しい認知症観を確立することをうたっているが，これは認知症の人のストレングス
を理解することであり，認知症の人も生きがいをもって生活していくことのできる地
域共生社会の構築を目指すものだといえる。

若い頃の愛読書であった神谷美恵子の『生きがいについて』（みすず書房）では，
生きがいは努力してつくり上げるものではなく，発見すべきものであるといっていた
のを思いだした。

認知症の人もハンセン病の人も誰もが，「したいこと」や「できること」といった
ストレングスをもっていると社会全体が捉えることが，誰もが生きがいを発見しやす
い社会につながっていくのだと思う。
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1 　�親密ではない他者との相互作用から
生じるウェルビーイングの価値

石黒　格
＜立教大学現代心理学部心理学科教授＞

背景1
良好な社会関係の存在は，ウェルビーイングに強力な影響を及ぼす。肥満，飲酒な

どの広く知られたリスク因子と比較しても，社会関係の欠如や孤立，孤独感は，死亡

率と強い関係にある（Holt-Lunstad et al., 2015; Holt-Lunstad et al., 2010）。抑鬱との

関係も幅広い研究で明らかになっている（Santini et al., 2015）。

ウェルビーイングと社会関係のかかわりを対象とする研究の多くが，親密な他者と

の関係の有無や量，サポート授受を中心とする相対的にコストの高い相互作用がウェ

ルビーイングを高める要因だと考えてきた。それは，個人間の関係性は，その強弱に

よって機能が異なるという，Granovetter（1973）以来の議論が強い影響力を有して

いたからである。しかし，近年になって，これまでの枠組みでは親密な他者に含まれ

ない他者との相互作用が，ウェルビーイングに一定のインパクトをもつことが明らか

になった。そのなかには，親密性の低い関係性にすら入らない，完全に知らない他者

strangerとの相互作用がウェルビーイングや所属感に対して効果をもつという知見も

含まれる。

都市化が進み，オンライン上でのパラソーシャルな関係が増加した現代社会では，

社会的相互作用の多くが親密ではない他者との間で行われる。親密な関係を超えた人

と人の相互作用を視野に入れることは，現代社会において重要な意義をもつように

なっている。本研究では，近年の研究についてまとめ，その日本社会における意義を

議論する。
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紐帯の強さと機能の古典的理解2
人と人に一定の関係性が観察されるとき，その人物間には紐帯tieがあるという。

人はすべての他者と等しくつき合うわけではないので，紐帯はさまざまな側面で異

なっている（Brashears & Quintane, 2018; Fingerman et al., 2025; Granovetter, 1973, 

1974）。社会科学領域，行動科学領域で特に重視されてきたのが紐帯の強さである。

紐帯の強さは，時間，情動，親密性，相互サービス（サポート）量を加重加算したも

のとして定義される（Granovetter, 1973, 1974）。端的にいえば，つき合いが長く，接

触が頻繁で，親密で，助け合っているなら，その紐帯は強いとされる。その後の研究

だけでなく，Granovetter自身の研究でも，必ずしもこの定義が厳密に用いられてき

たわけではないが，直観的な理解までも含めて，強さという概念によって紐帯を区別

することで，さまざまな現象が解釈可能となった。

強い紐帯は人々の社会関係において重要で，多くの機能を果たしている。強い紐帯

の代表である家族や友人などの親密性の高い他者との関係は，日常生活のなかでサ

ポート機能を果たし，幸福や健康の源泉となっている（Holt-Lunstad et al., 2010; 

Van Lange & Columbus, 2021）。Granovetterが指摘したのは，こうした機能には欠

けていたとしても，弱い紐帯は社会ネットワークのより広い範囲から資源，特に情報

を動員する経路になるということだった。強い紐帯は類似した個人の間で結ばれやす

く，そのためにそれぞれが得る資源と情報もまた類似する。交換の頻度は高いが，手

に入る資源は自分でも入手可能なものであることが多い。対して，弱い紐帯は異質的

かつ開放的であり，日常から離れた，新しい課題を解決するために必要な情報や資源

を得られる可能性が高い。Granovetter （1974）はアメリカ人の転職を例として，こ

の理論を実証した。

この「弱い紐帯の強さ」論は，批判的なものも含めて多くの反響と研究を生み出し

た。それらをまとめるのは本論の目的ではない。ここで重要であるのは，批判はある

にしても，Granovetter以降，個人にとっての紐帯の機能は強さによって異なり，弱

い紐帯，すなわち親密ではない他者との関係の機能は，主として資源動員であってウェ

ルビーイングに直接つながるサポートではないという理解が定着したことである。そ

のため，親密ではない他者との相互作用がもつウェルビーイングに対する効果は，ほ

とんど研究されることがなかった。
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親密ではない関係と主観的ウェルビーイング3
2010年代の半ば以降，親密ではない関係や，我々が紐帯とは認識しない完全に未知

の他者（strangers。日本語での用語が存在しないので，ここではストレンジャーと

呼ぶ）との相互作用に，主観的ウェルビーイングに対するインパクトがあることが明

らかになった。その嚆矢となる研究を，異なる研究者が，それぞれ2014年に発表して

いる（Epley & Schroeder, 2014; Sandstrom & Dunn, 2014）。

Sandstrom and Dunn （2014）は，コーヒーのチェーン店に入る客を無作為に二群

に分け，それぞれに注文時に，①できるだけ効率的に注文を済ませるようにする（統

制群）か，②率直な会話 1 をする（実験群）かのどちらかを依頼した。退店後に質問

紙への回答を求めたところ，実験群はポジティブ感情が高かった。Epley and 

Schroeder（2014）もまた，類似した実験で同様の結果を得た。公共交通機関を利用

する客を三群に分け，それぞれに乗車中に，①いつもどおりにする（統制群），②一

人を楽しむ（孤立群），③近くの乗客と長めの会話をする（会話群）という依頼をした。

すると，会話群は孤立群よりも乗車体験をポジティブに感じていた。統制群は，両者

の中間に位置していた。

いずれの研究でも，参加者と会話相手との関係は明確ではない。参加者がコーヒー

店の常連だった，顔見知りの乗客を選んで話しかけたといった可能性は否定できない。

だが，そうした他者の多くが古典的な意味で回答者と親密な関係にあったとは考えに

くい。したがって，これらの先駆的な実験は，親密ではない他者との一過性の相互作

用であったとしても，主観的ウェルビーイングに対するインパクトがあることを示し

ている。親密ではない他者（時に関係性の存在しないストレンジャー）との，短い，

内容も薄い相互作用を，Sandstrom and Dunn（2014a）は最小相互作用minimal 

social interactionと呼ぶ。

これら初期の実験では，相互作用の中身も統制されておらず，「最小」という語で

想定されるものだったのかは曖昧である。しかし，スクール・バスの運転手に降車時

に礼を述べるように依頼しただけで，大学生の主観的ウェルビーイングが高まったと

する報告（Gunaydin et al., 2021）もなされ，最小と呼び得る相互作用がウェルビー

イングに寄与することが明らかになっている（Ascigil et al., 2023）。

これらの結果は，直観的には腑に落ちるところがあるものの，あいさつをする程度

の相互作用が心理的なインパクトをもつ理由やプロセスを解釈するのは難しい。特に，
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弱い紐帯の機能として考えられてきた資源動員という枠組みでの理解は困難である。

サポートの交換という視点でも，最小相互作用が心理的効果を生むことは理解しにく

い。

現在のところ，最少相互作用の心理的インパクトが生じるプロセスで中心的な役割

を果たしていると考えられているのは，所属感sense of belongingである（Hirsch & 

Clark, 2019; Sandstrom & Dunn, 2014）。人は社会的動物であり，属する社会や集団

から排除されれば大きな不利益を受ける。そのため，人には先天的に所属欲求need 

to belong / need for belonging，すなわち集団に所属し，受け入れられたいという欲

求があると考えられている（Baumeister & Leary, 1995）。この欲求が満たされた状

態であろうとするため，人は他者からの排除exclusionの手がかりに敏感であり，わ

ずかな排除の手がかりでも所属感が減少し，そのことがウェルビーイングを低下させ

る。

逆に，人は包摂inclusionのわずかな手がかりにもポジティブに反応する。したがっ

て，正負の両面で所属感が媒介するかたちで最小相互作用とウェルビーイングの正相

関が生じる（Sandstrom & Dunn, 2014）。この媒介過程は日本人サンプルを対象とし

た調査研究でも再現されている（Ishiguro, 2023）。

弱い紐帯概念を使用することの問題4
最小相互作用にかかわる研究では，親密ではない他者との関係性が弱い紐帯という

語で表現されてきた。しかし，弱い紐帯で表現される関係は多様で，語としては曖昧

である。Brashears and Quintane（2018）の紐帯の強さ概念の整理，拡張をみれば，

そのことがわかる（図 1）。この類型では冗長性，帯域（bandwidth，情報・資源の

伝達能力），接触頻度という独立した三次元で紐帯が整理されており，Granovetter

（1973）の定義する古典的な弱い紐帯は，8 つの類型のひとつでしかない。だが，「弱

い紐帯」という語が用いられるとき，図中の同僚・隣人，ブリッジ，バーテンダー，

休眠紐帯dormant ties 2 が区別されずに含まれることが多い。Sandstrom & Dunn

（2014）では実験参加者とバリスタ（コーヒー店のスタッフ）の関係を弱い紐帯と呼

んでいるが，Brashears and Quintaneの整理から考えれば，それは性質の異なるさま

ざまな関係性を区別することなく，まとめてしまっていることになる 3 。

こうした混乱だけでなく，ここまでに議論した親密ではない関係の効用を考えると

き，紐帯という考え方自体，その視野が限られているという問題がある。紐帯という
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語は互いを個人として認識し，相互作用が継続する関係性という含意をもってしまう。

そのため，Brashears and Quintane（2018）の類型でもストレンジャーは包含されて

いない。紐帯という概念に依存することで，ストレンジャーとの相互作用までを視野

に入れた最小相互作用研究の意義を矮小化してしまう危険がある。

そこで，本研究では親密ではない他者との相互作用とその機能を理解するのに資す

る 2 つの類型を紹介する。

第一の類型は，接触の繰り返しと個人の情緒的な投資（コミットメント）を重視す

る。

第二の類型は，接触の繰り返しと接触を担保する場と活動の共有を重視する。次節

で第一の類型を，続く節で第二の類型を紹介する。

接触の繰り返しと情緒的コミットメントに基づく類型5
第一の類型は，最小相互作用研究の流れのなかで提言されたFingerman et al.（2025）

の類型である 4 。この類型は，親密ではない関係を学術的に整理する初の試みであり，

丁寧に説明するだけの価値がある。

表 1は，Fingerman et al.（2025）が提示した類型を筆者が日本語訳したものであ

図 1　「弱い紐帯」に含まれる多様な関係性
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る 5 。完全なストレンジャーから，「知人以上友人未満」の関係としてFingermanら

が新たに提唱するフリンジシップfringeshipsまでの 4 つのタイプがこの類型には含ま

れている 6 。

第一のタイプであるストレンジャー 7 は，都市的な公共空間で我々が日々出会う，

初対面で，一回性の強い相互作用の後に無関係に戻る他者を指している。互いを個人

として認識することはない。最小相互作用でみたようにストレンジャーとの相互作用

にも一定のインパクトはあるが，それも一回性のものである。関係継続の鍵となる情

緒的な投資はまったくない。

第二のタイプである有意味なストレンジャーconsequential strangersは，繰り返し

の接触があるストレンジャーである。繰り返しの接触があるため，相手を個人として

識別することが可能になる。接触の繰り返しのなかで相互作用が生じる可能性がある

が，その頻度は少なく，予測可能性も低い。何らかの相互作用が起きたとしても最小

のものに留まるし，情緒的な投資も行われない。本数の多い路線バスを利用している

人々が例となるだろう。このような状況では接触は繰り返され得るが，常に同じ便に

乗るわけではないため，接触のタイミングの予測は難しくなる。このタイプの特徴は，

Milgram（1992）のfamiliar strangersとほぼ一致する。

表 1　�Fingerman et al.（2025）によるストレンジャーからフリンジシップまでの類型�
日本語訳は筆者による。

生きがい研究 第32号_01b-第１編_01.indd   11生きがい研究 第32号_01b-第１編_01.indd   11 2026/03/24   12:39:122026/03/24   12:39:12



— 12 —

第三のタイプは見知った人familiarsで，より接触頻度が高く，互いを個人として認

識している関係性である。同僚が例となる。接触の機会があることは予測しやすく，

より多くの相互作用が行われ，それが時として有用なサポートをもたらすこともある。

特に情報の提供などは一般的であり得る。だが，見知った人との関係は義務的なもの

であることが多く，情緒的な投資は最小限に留まる。

第四のタイプはフリンジシップfringeshipsである。これはFingerman et al.（2025）

の造語で，個人の社会関係を親密で重要な関係をコア，より親密性や重要性が低い周

縁fringeと分けたときに，周縁にありながら，しかし個人にとって特別なつながり

special connectionとして認識される他者との関係を指している。ここでの特別なつ

ながりとは，ある社会的文脈に複数の他者がいるなかで，相互作用するパートナーと

して安定して選択されていることを指す。ヨガ・スクールの教室のなかで，毎回並ん

で出席し，ある程度の会話もする他者が例とされている。

フリンジシップは社会的文脈（場や活動など，何らかの状況）の共有に依存してい

る。その点で，脱文脈化された関係である友人関係とは異なる。社会的文脈から離脱

すれば，その関係は消失する。Fingermanらの論文のタイトルに書かれるように，「知

り合い以上友人未満」の関係がフリンジシップである 8 。フリンジシップは社会的文

脈の共有によって接触の機会が担保されているため，関係の継続に時間などの資源の

投資やコミットメントの必要が小さい点が，友人などの親密な関係とは異なる。また，

フリンジシップとの相互作用は関係性の維持ではなく，その状況での活動を目的とし

ているため，関係性や相互作用のネガティブな側面は強く抑制される。したがって，

フリンジシップ間では友好的な相互作用が行われやすく，幸福感の上昇などのポジ

ティブな効果がストレンジャーや見知った人より強いことはもちろん，ときに親密な

関係性よりも強いとされる。

社会的文脈の共有に注目した類型6
親密ではない関係を理解するもうひとつの枠組みとして本研究で紹介するのは，社

会関係の形成，維持に果たす社会的文脈と，その共有に注目する視点である。社会的

文脈の共有なしには社会的相互作用は始まらない。複数の個人が何らかのかたちで居

合わせることで，初めて相互作用が起き得るからである。特に，接触及び相互作用の

繰り返し可能性は，社会的文脈に強く依存する。

社会的文脈に注目するアプローチでは，個人間の関係の有無や，それぞれの関係の
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強弱ではなく，社会的文脈のなかでの相互作用の機会と中身に注目する。都市公共空

間には多数の，互いにストレンジャーである個人が行き交っているが，そうした人々

の間で生じる社会的相互作用については，Goffman（1963）をはじめとする研究の伝

統がある。その系譜に連なる概念として，anchored personal relationships（Lofland, 

1989; Morrill & Snow, 2005）がある（訳語がない 9 ためAPRと略記する）。

原典におけるAPRの定義は難解であるが，その中心的なエッセンスは，社会的文

脈のなかで形成・維持され，その文脈の内部では友好的で反復的な相互作用があるし，

内部にいる人々はそうした相互作用を期待できるが，脱文脈はされない関係性である。

APRはバーに集まる常連客同士の関係を例として説明される。バーの常連はそれぞ

れが定期的に来店し，その場では友好的な相互作用を交わす。来店するときに，互い

がその場にいることと友好的な相互作用を期待もする。しかし，バー以外の場で，何

か別の活動を（特に 1 対 1 で）行うことはほとんどない。都市的公共空間であっても，

社会的文脈が共有されることで，その文脈内部では相互作用が繰り返されることにな

る。文脈の共有がない場合，座席を譲るなどの一時的な相互作用は生じても，接触が

繰り返されることはまれで，相手を個人として認識することもほとんどない。

Loflandは社会的文脈に根ざさない一過性の関係はfleeting personal relationshipsと呼

んで，APRと区別する。

APRは社会的文脈の共有を重視する点でフリンジシップと類似する。その社会的

文脈から離脱すれば関係自体も終了することや，社会的文脈への参加自体が目的であ

るときは，関係維持のコストが低いといった特徴も類似している。異なるのは，フリ

ンジシップは個人の選択とコミットメント（特別なつながり）を重要な要因と考える

のに対して，APRは社会的文脈のなかでの，集合的な関係性を視野に入れる点である。

Loflandの視点からは，個人間の関係の強さではなく，社会的文脈への参加頻度やコ

ミットメントの強さで，親密ではない他者との相互作用を考える視点が得られる。

社会的文脈として重要なのは，Loflandらが強調している物理的な場に加えて，活

動だと考えられる（古谷野, 2024）。オンラインでの活動も含めて，流動性の高い現代

社会では，活動と物理的な場は必ずしも結びついておらず，理論的にはこれらを独立

で考えることができる。古谷野（2024）は，都市で独居する高齢者が会話する非親族

に，親密性ではなく場や活動の共有を基盤とする他者が多く含まれることを示した。

会話する非親族としてあげられたのは，「近所の人」が最も多く（30.1%），第二位は「医

師・看護師・ヘルパー」といった医療・介護関係者の21.4%だった。居住地という場10

を共有する隣人や，医療や商行為などの活動を通したかかわりが大きな役割を果たし
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ているのである。脱文脈的な「友だち」は16.0%を占めるが，この値は商活動に基づ

く「店員や訪問販売の人」の14.1%と大きな差はない。高齢者に限らず，「ママ友」「犬

友」「推し友」といった，特定の場所，特定の活動の共有による関係性を指し示す言

葉が人口に膾炙していることも，現代の日本社会に活動の共有を基盤として維持され

ている関係が広く存在していることを示唆している。

社会的文脈に依存した関係を幅広く，一般的なサンプルを対象として検討した量的

な研究はほとんど存在しないが，筆者は個人間の紐帯や情緒的コミットメントに注目

するアプローチよりも，社会的文脈の共有に基づく集合的な相互作用に注目するアプ

ローチのほうが，日本社会における社会的相互作用の促進には有用だと考えている。

次に述べるように，日本人はストレンジャーや見知った人に自ら個人としてかかわろ

うとする傾向が低いと考えられるからである。

日本社会とストレンジャー7
親密ではない関係やAPRの有益性を論じつつ，ここまで指摘しなかった重要な問

題がある。それは，最小相互作用研究の大半が欧米社会で行われており，日本人や日

本社会をターゲットにしていないことである。さまざまな領域から得られる実証的知

見からは，日本社会にはストレンジャーや親密ではない他者との相互作用が抑制され

る社会文化的な要因が存在していると考えられる（まとめとして石田（2011）や田中

（2021）など）。

日本人がストレンジャーとの相互作用を（意図的であれ，非意図的であれ）避ける

傾向にあることを示唆する統計として著名なもののひとつとして，Charity Aid 

Foundationが年次で公開しているWorld Giving Index（WGI）における日本の順位

の低さがある。WGIは過去 1 か月の間の人助けの経験を，「ストレンジャーを助けた」

「金銭を寄付した」「ボランティアに時間を割いた」の 3 つの基準で測定する国際比

較調査である。日本人の調査回答者のうち「ストレンジャーを助けた」経験がある者

の比率は過去10年にわたって20%台半ばで推移している。2023年は21%，2024年は

24%である（Charities Aid Foundation, 2023, 2024）。WGIの対象国には変動があるた

め，単純比較はできないが，この数値は一貫して最下位に近い。絶対値としても低く，

援助の経験率は最大の国では80%を超え，下位10位の国ですら40%を超えている。寄

付やボランティアの数値は，高いとはいえないまでも，ここまで極端に低いわけでは

ない（2024年のボランティアは96位，寄付は118位で，142か国のなかでは下位だが）。
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社会的な援助のなかでも，ストレンジャーとの相互作用が特異的に避けられるのであ

る。

日本人は，知人との相互作用に対してすら回避的である。NHK放送文化研究所（n.d.）

による日本人の意識調査では親戚，職場，近隣のそれぞれについて，望ましいつきあ

い方を尋ねている。選択肢は「一応の礼儀を尽くす程度のつきあい（形式的つきあい）」

「気軽に行き来できるようなつきあい（部分的つきあい）」「何かにつけ相談したり，

たすけ合えるようなつきあい（全面的つきあい）」だが，一貫して形式的つきあいを

望ましいとする回答者が増加している。

親密な関係ですら，低調なのかもしれない。Parady et al.（2021）は親密な他者か

らなるコア・ネットワークのサイズが日本では小さいことを示し，時系列的にも縮小

傾向であることも指摘している。先述の日本人の意識調査でも，2008年から10年間で

友人関係について形式的つきあいを望ましいとする回答者が13%から19%へと増えて

いる。逆に，同期間に全面的つきあいが望ましいとする回答者は41%から34%に減っ

ている。

日本人が社会関係について回避的であるのならば，親密ではない他者との相互作用

の機会は制限されざるを得ない。ストレンジャーや知人にはたらきかけても，相手が

回避的に振る舞えば相互作用は成立しない。事実，Epley and Schroeder（2014）の，

ストレンジャーに話しかけるという実験パラダイムに基づいて日本で行われた追試実

験では，実験操作の効果が有意にはならなかった（針原, 2019）。興味深いのは，相互

作用のはたらきかけが無視されるなどして成立しなかったケースと，成立したケース

とを分けて分析すると，相互作用が成立したケースでは先行研究の結果が再現された

ことである。このことは，ストレンジャーに話しかけたとき，相手から受け入れられ，

相互作用が成立する確率が日本では欧米よりも低く，平均的には効果が生じないレベ

ルであることを示唆している。

なぜ日本人はストレンジャーとの相互作用を回避するか8
ストレンジャーとの相互作用に関する研究は開始されて日が浅いうえ，研究の中心

が欧米であるため，日本人がなぜ回避的であるのかはわかっていない。ただ，日本人

の他者に対する態度や社会的意思決定に関する研究から示唆的な知見は得られている。

第一に，日本人は情報のない他者との協力的相互作用を回避する傾向がある。山岸

（1998）は，相互作用パートナー間の関係を信頼関係と安心関係に分けた。信頼関係
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は，社会的不確実性のある状況，すなわちパートナーの行動意図が協力的，親和的な

のか，搾取的，敵対的なのかがわからない状況で，それでもなおパートナーの意図を

信頼することで形成される協力関係である。このように情報がないときでも協力的な

意図を仮定する傾向を，山岸は一般的信頼と呼んでいる。これに対して，安心関係と

は制度的な罰や強制，報復の可能性などによって，合理的であるならば非協力的な行

動はとり得ないと判断できる状況でのパートナーとの協力関係である。パートナーか

ら搾取される危険は，パートナーの意図や善良さとは異なるレベルで担保されており，

この状況では人はパートナーを信頼する（さらには信頼性を判断する）必要がない。

一連の実験や質問紙調査による日米比較で山岸と共同研究者が明らかにしたのは，日

本人が北米人と比較して一般的信頼が低いことだった。一般的信頼の低さは行動にも

反映されており，日本人は安心関係のなかでは協力的に振る舞っても，情報のない他

者と新たに協力的な関係を築くのには消極的だった。

都市公共空間で出会うストレンジャーの内面について，我々は情報をもたない。そ

のため，相互作用をはたらきかけたときの結果には大きな社会的不確実性がある。も

ちろん，欧米においても，社会的不確実性は人々がストレンジャーとの相互作用を回

避しようとする理由のひとつとされている（Atir et al., 2023; Sandstrom & Boothby, 

2021; Sandstrom et al., 2022）。だが，日本においては，その影響がより強い可能性が

高い。

第二に，日本では行為の評価が社会的に決定される側面がある。最小相互作用の研

究で検討されているのは，会話のほか，あいさつをする，礼をいうなどの，社会的に

は望ましいと考えてよい行為である（Ascigil et al., 2023）。この望ましさが普遍的な

ら，それらの行為を躊躇する必要はない。拒否されたとしたら，拒否した相手が無礼

なのであって，自分と，自分の行為の評価は下がらない。しかし，新谷ら（Niiya et 

al., 2022）は，日本人は，第三者的な視点では望ましい行為であったとしても，被援

助者が明確に援助を要請していない場合には，援助を差し控える傾向があることを示

している。北米人ではこのような傾向はみられず，明確な援助要請の有無にかかわら

ず，第三者的に望ましい援助的な行動が遂行された。

この実験は，他者にはたらきかける行為の評価について，日本社会では社会的不確

実性が大きいことを示唆している。一般的には望ましい行為も，受け手が（たまたま）

評価してくれなければ，望ましくない行為となってしまうからである。この解釈は，

WGIにおいてストレンジャーを助けるという指標では最下位に近い日本が，ボラン

ティアと寄付についてはまだしも高い順位を占めていることも説明するかもしれな
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い。それらの行為は制度によって望ましさが保証されやすいのだと考えられる11。

第三に，倫理的な判断が分かれ得る行動について，日本では行為することよりも行

為しないことが選好される（山本・結城, 2019）。日本のように社会関係の組み替えが

難しい（関係流動性が低い）社会では，既存の関係から排除されたときに新しい関係

でそれを代替することができない。そうした社会環境では良い評判を得ることよりも，

悪い評判を避けることが重要だとされる（Hashimoto & Yamagishi, 2015）。行為する

という選択は，行為しないという選択と比較して良悪どちらの評判とも結びつきやす

い。行為した理由は行為者の意図と結びつきやすく，したがって評判を生み出しやす

いのに対して，行為しなかった理由は曖昧で，意図に帰属することが難しいからであ

る（状況に気づかなかったなど，偶然の要因であり得る）。関係流動性の低い社会環

境で生きる日本人は，悪い評判を得ることを避けるために，評価の分かれ得る意思決

定場面では行為しないことを選ぶのだとされる。

評価の分かれ得る選択について，日本人が行為しないことを選ぶのであれば，スト

レンジャーとの相互作用は抑制される。ストレンジャーに対するはたらきかけは，第

二の論点で述べた相互作用パートナーからの評価だけでなく，第三者まで含めた社会

的な評価につながり得る行為であり，かつ，日本では望ましい行動でも評価が分かれ

得るからである。

これらの論点は独立ではなく，互いに関連している。筆者は親密ではない他者との

相互作用を抑制する要因として重要なのは，日本においても欧米同様に社会的不確実

性だと考えている。上記の要因は，親密ではない，場合によっては親密な他者との相

互作用であっても，より強い社会的不確実性を感じざるを得ない社会，文化的な状況

に日本人が置かれていることを示唆している。

親密ではない他者との相互作用を増やすために9
日本人がストレンジャーとの相互作用を避けようとする傾向はあくまでも相対的な

もので，欧米を中心に行われた研究や社会実装の取り組みでも，ストレンジャーとの

相互作用に対する忌避感があることが報告されている（Keohane, 2021）。ストレン

ジャーから援助を受けられる可能性は，現実以上に低く見積もられることも知られて

いる（Flynn & Lake, 2008）。

欧米ではストレンジャーとの相互作用を増加させるための介入的な取り組みの効果

が検討されている。例えば，自らの社会的スキルと，他者の自分への評価と関心は過
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小推測されるが，これらに由来する不安をストレンジャーに話しかける練習をするこ

とで解消しようとする実験的介入が効果を上げたとの報告がある（Sandstrom et al., 

2022）。だが，上述した日本人の特性を考えたとき，個人のスキルや心理特性を変化

させようとする試みは困難が大きいと考えられる。介入を受けた個人がストレン

ジャーに対する行動を変化させても，受け手となった相手が，それを奇異に感じたり，

拒否したりする可能性が高いからである。針原（2019）の知見は，このことを明確に

示している。

安心関係を選好する者が多い日本社会では，社会的不確実性の低い環境を生み出す

という，より環境志向のアプローチのほうが有望である。ストレンジャーではなく，

有意味なストレンジャーや見知った人との相互作用を増やすことを目指し，ストレン

ジャーとの接触，特に繰り返しの接触のアンカーとなる場や活動をつくり出していく

のである12。

すでに紹介したように，首都圏在住の独居高齢者という，孤立リスクの高い人々の

社会的相互作用には，職業的活動に由来する相互作用の果たす役割が大きい（古谷野, 

2024）。職業的活動として接する他者との相互作用は目的志向で予測可能性が高いか

ら，社会的不確実性は生じにくい。さらに特定個人間で相互作用が繰り返されるので

あれば，互いの情報が蓄積され，社会的不確実性はより低減される。こうした職種の

労働条件を改善して職員の定着率を高める，個々の職員の担当を固定するといった対

応をとることで，社会的不確実性を低減できるだろう13。

医療においては「かかりつけ」の重要性が指摘されているが，小売店，飲食店も繰

り返し利用することで，ストレンジャーだった店主と店員が見知った人に変わり得る。

店員の入れ替わりを少なくすることができれば，あるいは入れ替わりがほとんどない

小規模自営の店を「ひいき」にすれば，単なる買い物や飲食が，（少なくとも最小の）

相互作用の機会となるだろう。Cowen（1982）は職業に基づく関係性におけるサポー

トの受領について検討し，理容師に対しては悩みを打ち明ける人が多く，かつサポー

ティブな反応を受け取る傾向が強いことを示している。特定の客と理容師との関係性

が継続すること，理髪という活動の継続時間が長く，かつ動くことができないので会

話をするほかないことが理由であろう。時間的，精神的なゆとりがない状態では，最

小の相互作用すら難しいのは，職業的な場面でなくても同じである。人々が一定の時

間，自由かつ快適に滞在できる公共空間のデザインが必要である。公園を整備する，

公共空間に座りやすいベンチを設置するなどが，そのための施策となるだろう。

活動という観点からは，離脱しやすい娯楽的な結びつきが有望である。日本人の友
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人関係は，具体的な資源交換やサポートの機能よりも，娯楽的な機能を中心に形成さ

れるように変化している（石黒, 2018）。この変化の良否についての評価は分かれるだ

ろうが，事実として娯楽的な関係性が好まれるのであれば，娯楽を通した社会的相互

作用を増加させるのは，援助的な関係を増加させるよりも容易な可能性が高い。参加

の自由や離脱可能性の高さという親密ではない関係性の有用性を活かすのであれば，

一般的な娯楽14に関する小規模なイベントの開催を推進するのがひとつの手段となろ

う。イベントが行われる場の数は多いほうが，参加する場を自由に選択し，問題があ

れば離脱することが容易なので望ましい。ただし，イベントを成立させるためには一

定の参加者数が必要であるから，都市度の低い地域では困難が大きい。またイベント

への参加は資源の少ない者や高齢者には難しいこともある。

公園などの存在を前提とすれば，やはりコストはかかるが犬の飼育により，ストレ

ンジャーとの相互作用の可能性を高め，有意味なストレンジャーや見知った人を増や

すことができる可能性がある（Dunn & Lok, 2022）。犬は定期的な散歩を要するため，

飼い主が外出する理由となる。しかも，犬が存在する場では親密ではない人々の間で

の相互作用が生じやすい（McNicholas & Collis, 2000）。これらの偶発的な相互作用

から，友人関係が形成されることも米豪での事例（Wood et al., 2017; Wood et al., 

2015）では示されている。日本においては犬の飼育は必ずしも友人数の増加につなが

るわけではない（金児, 2006）が，特定の場所で繰り返し顔を合わせる相手（すなわ

ちAPR）や，ストレンジャーとの相互作用は飼育者のほうが多い（Ishiguro et al., 

2025）。犬を介した相互作用や関係性は，犬への関心に限定される傾向がある（Robins 

et al., 1991）が，だからこそ社会的不確実性が低くなりやすいと考えられる。

犬の飼育と相互作用の関係は，飼育者の居住地に安全に散歩ができ，一定時間は犬

とともに滞在できる場がなければ弱くなるであろう。日本では公共交通機関や飲食店

を利用できないなど，犬を連れた外出に制限が多い。法的には認められた盲導犬や介

助犬の同伴が断られることすらまれではない（全国盲導犬施設連合会, 2025）。集合住

宅や賃貸住宅では，犬に限らずペットの飼育全体が認められていないことも多い。騒

音，糞尿，攻撃，人畜共通感染症など，社会的コストがあるとはいえ，社会的相互作

用を促進する効果を考えるのであれば，公共空間への犬のアクセス可能性を高めるこ

とには意義があるだろう。
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おわりに10
残念なことに，日本社会では公共空間で知らない誰かと話すことは一般的な営為で

はない。世界的にみても，スマートフォンの普及は，公共空間で親密ではない他者と

相互作用する機会と必要性を失わせた。人々は公共空間で単独で行動しながら，親密

な他者やパラソーシャルな他者と相互作用している（Kushlev et al., 2019）。かつて

は道に迷えば，たまたまその場にいた誰かに案内を頼むこともあり得たが，今はスマー

トフォンの地図を確認し，ナビゲートしてもらえば事足りてしまう（Kushlev et al., 

2017）。

現代社会における技術の進歩や社会の変化が，全体として人々の相互作用の機会を

減らす方向に進んでいる。客にとっての店の従業員は，雇用が安定していればAPR

となりうるが，雇用の非正規化によって従業員の流動性が高まれば，ストレンジャー

となってしまう。「ギグ・ワーカー」が担うデリバリー・サービスはその極北であろう。

セルフレジの普及は，対人的な相互作用の機会すら失わせる。自動運転が普及すれば

自家用車で移動する人が増えるだろうが，それは公共交通機関で生じていた偶発的な

相互作用の機会を失わせる。

日本社会では，公共空間に人々が滞留すること自体に制約がかかる傾向がある。

五十嵐（五十嵐, 2004, 2005, 2022）は公園や広場など，本来ならば人々が自由に使え

るはずの公共空間が禁止事項にあふれていることを指摘している。しかも，ベンチな

どの形状を「工夫」することにより，長時間の滞在を困難にしているという。ここで

排除の対象として想定されているのはホームレスや若者などの社会的弱者であるが，

そうした人々が滞在しにくい場所は誰にとっても滞在しにくいのであり，地域の住民

が集い，互いに見知った他者となっていく社会的文脈としての機能を公共空間から失

わせる。治安対策と称して，ことさらに「不審者」をターゲットとする施策も，一般

的信頼が低い日本社会では，ストレンジャーとの相互作用を失わせる。

ストレンジャーや，親密性の低い知人との相互作用には不確実性があり，個々人に

とっては面倒で，不要なものと感じられやすい。しかし，ストレンジャーとの相互作

用に対して回避的だと考えられる日本社会にあってなお，相互作用が成立したときに

は心理的にポジティブな帰結がもたらされる（針原, 2019）し，APRの存在はコミュ

ニティへの所属感を高める（Ishiguro et al., 2025）など，社会的有益性がある。公共

空間でのストレンジャーや見知った他者との相互作用にポジティブな価値があること
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を社会的に共有する努力が必要である。同時に，そうした相互作用に内在するリスク

が顕在化しないよう制度や施設，街区を設計していく必要があるだろう。例えば，子

どもが成人と遮蔽された空間で相互作用するのは，子どもにとって安全ではない。こ

の問題の解消は犯罪学や都市計画の領域となり，筆者の専門を離れるが，都市公共空

間における人々の日常的な相互作用が，半世紀以上前から都市計画における重要な目

的だったことは指摘できるであろう。Jacobs（1961）が指摘しているように，多くの

人々が安定して滞留している場こそ，多くの目が光り，より安全なのである。
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【脚注】

1 　原語ではgenuine conversation。他に真摯な会話，本音の会話などの訳があり得るが，客と店

員の会話として妥当な訳として率直を選択した。

2 　かつては親密性が高く頻度の多い相互作用が起きていたが，現在は相互作用が起きていない関

係性を指す。中高年にとっての，学生時代は友人だったが現在は交流がない関係など。

3 　Granovetterの古典的な定義で考えても，コーヒー店に通う頻度が多ければ弱い紐帯とはいい

切れない。

4 　心理学領域で親密ではない社会関係の機能に注目が集まったのは2020年代に入ってからであ

り，研究領域として新しい分，概念の整理やモデル化は急速に進行している段階である。

Fingermanらの議論が，どれだけの期間「持ちこたえる」ことができるのかは筆者にもまった

く予測がつかない。ここでFingermanらの類型を紹介するのは，筆者が（個人的には不満をも

ちつつ）この類型が一定の影響力をもつと判断しているからであるが，あるいは，まったく影

響力をもたずに忘れられるかもしれない。

5 　翻訳は筆者による。日本語に訳すのが困難な内容が多いため，そのような場合には語を補った

り追記したりしている。

6 　表 1 で示した連続体にはのらない，しかし重要な弱い紐帯の類型としてケビン・ベーコン型紐

帯（親密な誰かを介した他者との関係）とソーシャル・メディアでの紐帯もあげられている。

本研究の目的は紐帯に基づかない相互作用の機能を議論することであるので，ここでは省いた。

7 　Fingerman et al.（2025）の原文では，表でpassing strangers（Table 1 ），見出しでstrangers，

文中でcomplete strangers（いずれもp.359）が使われており，用語が混乱している。相互作用の

一回性を重んじるのであればpassing strangersが適切であるが，見出しで用いられていることと，

ストレンジャーの語義からしてpassingを冠するのは冗長と判断して，strangersのみを訳出した。

8 　したがって，フリンジシップを強いて熟語的に訳するなら「友人未満関係」だろうが，この語

では社会的文脈の共有という重要な側面が失われる。そのため，本研究ではカタカナで表記した。

9 　インフォーマルな場では，筆者は「場所トモ」という語を用いることもあるが，この語では後

述する活動の共有が含まれない。

10　隣人が多く含まれることは，場よりも近接性で理解するほうが伝統的であるし，そのほうが適

切であるかもしれない。

11　加えて，日本人は米国人と比べて他者に援助を求める傾向が低い（Zheng et al., 2024）。ふたつ

の傾向が相まって，日本社会では社会的不確実性が高くなりやすく，援助が低調になるのだと

考えられる。

12　ここでの関係が親密なものとなると，「迷惑をかけたくない」という心理から互いに相互作用

が避けられる危険もある（岡, 2013）。社会的不確実性は低くとも，あくまでもその関係はAPR

のように離脱可能であり，相互義務の小さなものである必要がある。

13　この社会的不確実性の低さが，職業的なかかわりをもつ労働者側の立場の弱さから来ているこ

とには留意する必要がある。厚生労働省での報告（三菱総合研究所, 2021）では，たとえば訪
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問介護では36. 4 %の事業所で顧客からのハラスメントが発生したとされている。飲食店や小売

店でも，店員は客に不快感を与えることを避けなければならない分，弱い立場に立たされてい

る。ジェンダー的な不均衡が存在することにも注意しなければならない。

14　ここで一般的な娯楽と記したのは，アイドルやキャラクターなどの個別性の強い娯楽では，場

が少数で参加者の重複が大きく，そのなかで社会関係に問題が生じたときに離脱が難しいか，

その娯楽活動自体が損なわれる危険が大きいと考えるからである。「サッカー」「ボードゲーム」

のように一般性の高い活動であれば，場の移動がより自由である。ただし，場の移動に際しては，

参加者には一定程度の社会スキルや，それぞれの場のルールに合わせる柔軟性が要求されるこ

とになるだろう。
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2 　�社会参加をとおした�
高齢者の学び
―自己・他者・地域への認識の広がり―

三浦　知陽
＜神戸大学ウェルビーイング先端研究センター学術研究員＞

はじめに1
2023年にWHO

1）

が発表した健康寿命ランキングで，日本は74.1歳と世界トップであ

る。世界一長い高齢期を元気に過ごせることは喜ばしい。一方で，この長い高齢期を

いかに豊かに過ごすかは，個人のみならず超高齢社会における社会全体の課題でもあ

る。

WHO
2）

は，高齢期の豊かさを高めることを「アクティブエイジング」と呼び，高齢

者が心身ともに健康で，家族だけでなく友人や地域におけるつながりをもつことの重

要性を指摘している。そして，その実現手段の 1 つとして社会参加を位置づけている。

近年の個人化による家族の希薄化，核家族化，一人暮らし高齢者の増加を背景に，高

齢者の社会参加の必要性がますます高まると指摘している。
3）

高齢者の社会参加の変化2
現在，高齢者の社会参加率は63.2%である。活動内容としては，健康維持のための

活動やスポーツへの参加が最も多く，次いで趣味の活動，地域行事への参加が続く
4）

。

これまで老年学では，高齢者の社会参加を「家の外で行うグループ活動」として一括

りに扱うことが多かった。しかし近年，高齢者の社会参加の形態は多様化している。

年金受給開始年齢の引き上げや定年制度の廃止により，65歳を過ぎても就業を継続す

る高齢者や起業する高齢者が増加している
5）

。また，自治体が主催する高齢者大学など

の生涯学習施設，老人クラブ，地域活動に加え，民間主催の高齢者向けイベントなど，

社会とのつながり方の選択肢も拡大しており，高齢者の社会参加は従来の枠組みを超
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えて変化しつつある。

片桐
3）

は，現代の高齢者と社会とのつながり方の変化を捉え，「社会参画」という視

点から高齢者の活動を 3 つに分類した（図 1）。第一は，趣味や学習等のグループ活

動への参加である「社会参加活動」，第二は，就労等の「生産的活動」で「有償か無

償かに関わらず社会に役立つ財を作り出す活動」，第三は，政治参加等の「市民が果

たすべき活動」である「市民参加活動」である。

特に生産的活動の 1 つである就労は，少子高齢化による人材不足への対策として期

待されている。実際に高齢者の就労率は増加傾向にあり
6）

，人材不足がさらに深刻化す

ると予測される日本において，片桐の定義における生産的活動領域の重要性は今後ま

すます高まると考えられる。

社会参加の効果と学び3
一方で，高齢者の社会参加が多様化・拡大するなかにあっても，趣味的充足を重視

する活動は，高齢者自身から引き続き高い関心を集めている
4）

。こうした活動の 1 つと

して，学習活動への参加も多く，個人で参加する単発のセミナー等も含めた学習の経

験者は，60歳以上で55%，70歳以上で42.5%と，高齢者の半数近くに上る
6）

。堀
7）

は，学

習活動はそれ自体が社会参加の一形態として捉えられるだけでなく，他の社会参加活

動のきっかけや手段となることを指摘している。

社会参加の効果については，健康増進や生きがいの創出，地域とのつながりという

効果が報告されている
8）

。また高齢期の学習活動への参加は，認知機能の低下を抑制さ

図 1　社会参加とその類似概念（片桐，2017）

う視点から高齢者の活動を３つに分類した（図１）。第一は、趣味や学習等のグル

ープ活動への参加である「社会参加活動」、第二は、就労等の「生産的活動」で

「有償か無償かに関わらず社会に役立つ財を作り出す活動」、第三は、政治参加等

の「市民が果たすべき活動」である「市民参加活動」である。 

 特に生産的活動の 1つである就労は、少子高齢化による人材不足への対策として期

待されている。実際に高齢者の就労率は増加傾向にあり(6)、人材不足がさらに深刻化

すると予測される日本において、片桐の定義における生産的活動領域の重要性は今後

ますます高まると考えられる。 

３．社会参加の効果と学び 

一方で、高齢者の社会参加が多様化・拡大するなかにあっても、趣味的充足を重視

する活動は、高齢者自身から引き続き高い関心を集めている(4)。こうした活動の１つ

として、学習活動への参加も多く、個人で参加する単発のセミナー等も含めた学習の

経験者は、60歳以上で 55%、70歳以上で 42.5%と、高齢者の半数近くに上る(6)。堀(7)

は、学習活動はそれ自体が社会参加の一形態として捉えられるだけでなく、他の社会

参加活動のきっかけや手段となることを指摘している。 

 社会参加の効果については、健康増進や生きがいの創出、地域とのつながりという

効果が報告されている(8)。また高齢期の学習活動への参加は、認知機能の低下を抑制

させることが分かっている(9)。  

 高齢者の社会参加における学習については、学習活動への参加以外に、ボランティ

ア活動等の学習を目的としない活動においても学習の効果が期待できることが指摘さ

図１ 社会参加とその類似概念（片桐，2017） 
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せることがわかっている
9）

。

高齢者の社会参加における学習については，学習活動への参加以外に，ボランティ

ア活動等の学習を目的としない活動においても学習の効果が期待できることが指摘さ

れている
3）

。片桐
3）

は，高齢期の社会参加には現役時代とは異なる平等規範やコミュニケー

ションスキルが必要であり，これらの能力は活動への参加を通して学習可能であると

指摘している。

こうした活動を通じた学習を理論的に捉えるために，Jarvis
10）

の学習観が有用である。

Jarvisは学習を，経験や態度，価値などへ変換される変化のプロセスと定義している。

Jarvisはさらに，これまでの経験で当たり前だと思っていたことが新しい経験では

当たり前ではなくなった場合に学習が生じるとしている
11）

。つまり，新しい経験が既存

の経験を土台として学習を促すのである。

特に高齢者にとって，経験を通した学習は効果的である可能性が高い。Knowles
12）

は，

個人が人生で得た経験は成人の学習における貴重なリソースになると指摘している。

経験が豊富な高齢者は，その経験を活かしてより高い学習効果が得られる可能性があ

る。この前提に立ち，Moody
13）

は，高齢者には情報を得る学習よりも，これまでの経

験を強みとして活用できる経験を通した学習機会の推進が必要であると主張した。こ

のように，高齢者の社会参加においては学習施設等で行われる情報や知識中心の学習

だけでなく，ボランティア等の実際の活動経験による学習も効果が高いことが期待さ

れる。

しかし，これまでの老年学では，社会参加の有無や，健康・幸福感・社会関係の広

がりといった効果が主に検討され，活動を通した経験による学習という効果について

は十分に議論されてこなかった。

本稿では，高齢者の社会参加を学習の場と捉え，活動経験を通して得られる学習効

果について，筆者らの研究結果から考察する。なお，以降，社会参加の活動経験を通

して得られる学習を「学び」とし，講座受講等による情報や知識の学習と区別して扱

う。

社会参加を通してどのような学びが得られるか4
本研究では，片桐

3）

の分類に基づき，高齢者の社会参加の 3 つの形態を検討対象とし

た。学習活動として高齢者大学を，趣味的活動として絵画教室を，生産的活動として

生きがい就労を取り上げた。
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生産的活動については，再雇用や継続雇用のような経済活動としての就労ではなく，

生きがい就労を対象とした。その理由は，活動の目的が参加者の価値観や活動への意

味づけに影響し，そこで生じる学びにも影響すると考えたためである。生きがい就労

は，経済的利益よりも楽しみや生きがいの創出を主目的とする点で，高齢者大学や絵

画教室と共通している。この目的の類似性により， 3 つの活動形態を比較可能な条件

で検討できると判断した。

❶ 調査時期・対象� ●●●●●●●●●●●●●●●●

調査は，2016（平成28）年 8 月から2020（令和 2 ）年 1 月に， 1 対 1 ～ 4 人の半構

造化でインタビュー調査を実施した。対象施設は 3 種類で，兵庫県の自治体が主催す

る高齢者大学 2 施設， 民間の絵画教室 1 施設， 兵庫県宝塚市が主催する 「宝塚市 健康

生きがい就労トライアル （以下，就労トライアル）」 事業に参加した 6 施設であった

（表 1）。 就労トライアルは，生きがい就労プログラムとして高齢者の自由な時間の

充実， 健康増進と生きがい創出のための就労機会を市内の高齢者へ提供する宝塚市が

行ったプログラムであった。 宝塚市が，働きたい高齢者を市報で募集し，高齢者就

労の受け入れを希望した市内の高齢者施設が 3 か月の期間を限定して雇用した。 3 か

月のトライアル終了後は，参加者の希望に応じて本契約を結ぶことも可能であった。

就労トライアルは，2019（令和元）年 5 月から 7 月 （第 1 期） と，2019（令和元）年

11月から2020（令和 2 ）年 1 月 （第 2 期）の 2 回実施された。プログラムに参加した

施設のうち，インタビュー調査への協力を得た施設は，第 1 期 1 施設 （高齢者複合施

表 1　調査協力施設の概要
グループ 施設 対象 期間 内容

①
高
齢
者
大
学

施設A
（ボランティア実践コース）

56歳以上
2 年

90分/週

地域の歴史や文化，地域活動の課題等の教養
講座（ 1 年）と地域貢献活動のボランティア
参加（ 2 年）

施設B（美術・工芸コース） 57歳以上
3 年

週 2 日
3 時間/日

健康，スポーツ，自然，地域の歴史，文化等
の一般教養講座と絵画，版画等の美術と陶芸
の実習。在学中に地域のボランティアに参加

③
絵
画
教
室

施設C 中学生以上
週 1 日

2 時間/日

講師一人に対して受講者 5 人から 7 人のグ
ループで行う絵画教室。
学習内容は洋画全般（油，水彩，パステル等）

②
就
労
ト
ラ
イ
ア
ル

施設D（高齢者複合施設）
施設E（介護老人保健施設）
施設F（介護老人保健施設）

60歳以上
3 か月
週 2 日

2 時間/日

兵庫県宝塚市主催
希望した市内の高齢者施設で， 3 か月間のト
ライアル勤務。業種は，介護助手，直接介護
を伴わない配膳下膳，風呂の清掃等の生活介
助
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設：施設D）と第 2 期 2 施設（介護老人保健施設：施設E，高齢者複合施設：施設F） 

であった。

調査協力者は60歳から80歳の男女22人（高齢者大学 6 人，絵画教室 6 人，就労トラ

イアル10人）。

インタビュー内容は，活動中に感じたことや変化した行動，考え方の変化等につい

てであった。

❷ 分析方法� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●

分析は，Jarvis
10）

の定義に倣い，調査協力者から語られた発言について，「活動をと

おした認識と考え方の変化」を分析テーマとして活動経験をとおした学びの検討を

行った。

まず，調査協力者のIDを，高齢者大学をK，絵画教室をP，就労トライアルをSで

示し，施設をAからFで示した。協力者個別番号は施設ごとに 1 から通し番号を付し

た（表 2）。

分析に際しては，佐藤
14）

を参照し，協力者の発言から一定の意味のまとまりに従って

コーディングを行った。その後，［概念］の検討を行い，コード・マトリックスを作

表 2　調査協力者の概要
活動団体 施設 ID 性別 年齢 配偶者 最終学歴 参加期間 概要

高
齢
者
大
学

施
設
A

KA1 男 60代 有 大学

2 年
平均年齢：67.5歳
（SD=4.46，最小64歳，最大75歳）
社会参加経験： 4 人が，定年退職し
て初めての社会活動への参加。 1 人
がスポーツ教室にも参加。

KA2 女 70代 無* 大学
KA3 男 60代 有 大学
KA4 女 60代 無 大学

施
設
B

KB1 男 70代 有 高専 3 年
KB2 男 60代 有 大学 3 年

絵
画
教
室

施
設
C

PC1 男 60代 有 大学 12年
平均年齢：70.7歳
（SD=4.72，最小65歳，最大76歳）
社会参加経験：他の趣味活動参加 3
人，宗教活動参加一人

PC2 女 70代 有 短大 17年
PC3 女 60代 無* 短大 15年
PC4 女 70代 無* 短大 16年
PC5 女 70代 有 大学 15年
PC6 女 60代 無* 大学 13年

就
労
ト
ラ
イ
ア
ル

施
設
D

SD1 男 80代 有 大学

3 か月

平均年齢：69.4歳
（SD=5.32，最小60歳，最大80歳）
社会参加経験： 1 人は定年退職後す
ぐの参加，他の趣味活動参加は 5 人，
他の就労団体に参加 1 人

SD2 男 70代 有 高校
SD3 女 60代 有 大学
SD4 女 70代 無 高校
SD5 女 60代 無 高校

施設E SE1 女 60代 無* 高校

施
設
F

SF1 女 60代 有 高校
SF2 女 70代 有 不明
SF3 女 70代 有 大学
SF4 女 60代 有 短大

（＊は死別）
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成し［概念］の整理を行った。［概念］同士の関係から〈カテゴリー〉にまとめ，〈カ

テゴリー〉間の関係から【コアカテゴリー】にまとめた。

❸ 活動を通した認識と考え方の変化（活動を通した学び）� ●●●

分析の結果，13[概念]が抽出された。13[概念]を意味内容からまとめた結果， 6 〈カ

テゴリー〉が析出され，最終的に 2 つの【コアカテゴリー】が析出された（表 3）。

まず， 2 つの【コアカテゴリー】の定義について述べる。

【自己に関する認識】は，自分自身に関する考え方や認識の変化であり，自分自身

がこれまで気づいていなかった自分の側面や高齢期になった自分に対する新たな見方

や気づきである。

【環境に関する認識】は，活動参加に対する認識の変化であり，高齢者の社会参加

に対する価値と捉え方，活動参加によって得られる地域や社会の情報や課題について

の認識の変化である。

なお，本分析結果で使用する「環境」とは，調査協力者が参加したグループ活動（高

齢者大学，絵画教室，トライアル就労）に関連する学習施設や勤務施設，これらの施

設がかかわる地域や社会，また活動で出会う仲間等，活動参加で協力者が活動を通し

てかかわる要素を指すものとする。

これらの 2 つの【コアカテゴリー】について，〈カテゴリー〉ごとに分析結果を説

明する。発言はイタリック文字で示し，〔　〕は方言等の部分の補足，｛　｝は逐語録

からの筆者の補足である。また，発言後部の（　）は，発言者と発言者における発言

表 3　活動を通した認識と考え方の変化
【コアカテゴリー】 〈カテゴリー〉 ［概念］

【自己に関する認識】
（35）

〈今まで気づかなかったニーズ〉
（13）

［現在のニーズ］（ 6 ）	 ①貢献へのニーズ
	 ②興味関心のニーズ
［未来のニーズ］（ 7 ）

〈自分自身の価値〉（12）
［新たな自分の発見］（ 4 ）
［自分の成長への気づき］（ 8 ）

〈高齢期の変化に対する捉え方〉
（10）

［年齢の受容］（ 3 ）
［健康に対する認識の変化］（ 7 ）

【環境に関する認識】
（49）

〈活動参加の価値〉（15）
［友人・仲間の重要性への気づき］（ 5 ）
［関与の重要性への気づき］（10）

〈高齢者の価値〉（18）
［高齢者の強みへの気づき］（15）
［高齢期に伸びる能力への気づき］（ 3 ）

〈地域と社会に関する情報〉（18）
［活動団体の実情の把握］（ 7 ）
［社会に対する新たな視点］（ 6 ）
［地域情報の入手］（ 5 ）

（注　（　）内は発言数）
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番号を示す。

Ⅰ．コアカテゴリー【自己に関する認識】

自分自身に関する考え方や認識の変化であり，＜今まで気づかなかったニーズ＞＜

自分自身の価値＞＜高齢期の変化に対する捉え方＞の 3 つのカテゴリーを含む。

①　カテゴリー〈今まで気づかなかったニーズ〉

活動をしていくなかで，参加する前には気づいていなかった他者や社会への貢献，

また自分のもっている興味関心に気づいた様子がインタビューの発言から捉えられた。

「3 年というても，授業数は少ないですから｛中略｝もうちょっと絵の授業専門
的にやってもよかったかな（KB2-4）」

「自分のための家事じゃない，誰かのための家事というのがよい（SD4-7）」

これらの発言は，参加した活動を通した経験から，満足や不満などの感情を通して，

自分ではそれほど意識していなかった①貢献へのニーズと②興味関心のニーズという

［現在のニーズ］への気づきについての発言と考えられる。

「続くと思ってなかったけど，自分のなかでこれからこれを趣味としていけるの
は，楽しみです（PC1-2）」

「車いす押していってもね，ありがとういうてずうっと言ってるおばあちゃんも
いるし，もう行けへん言うたら，頑固の一徹で｛中略｝ああなるほどな，こんな
人もいてはるんやなと。そういう頑固なじじいやなしね，やっぱりかわいいおじ
いちゃんになりたいな（KB1-14）」

これらの発言は，これまで考えていなかったこれからの人生の楽しみや老後の理想

像への気づきという［未来のニーズ］への気づきに関する発言と捉えられる。

②　カテゴリー〈自分自身の価値〉

「現役で働いていた時は感じなかった，働くってこんなに楽し〔い〕んやと初め
ておもいました（SD4-2）」

「私，年寄さんがすきなんだなと（SF1-2）」

これは，これまで気づいていなかった楽しみや好みに気づいたという［新たな自分

の発見］と捉えた。

「｛他人の心に構わず入ってくるような｝女性の特殊性，もう本当に嫌やったん
やけどね，ちょっとましになった。すごくよかったと思う（PC1-4）」

「テレビなんか見てるとすごくより絵の，美術のこととかみててもわかりやすく
なった（PC3-3）」

これは，自分自身がネガティブに感じていたことに対する克服や，自分の知識や能
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力が伸びたというような［自分の成長への気づき］に関する言及といえる。

これらの言説は，ポジティブな自己の側面に対する発見や気づきであることから，

カテゴリーを〈自分自身の価値〉と設定した。

③　カテゴリー〈高齢期の変化に対する捉え方〉

定年退職し，高齢者としての自分を受け入れがたかったというこれまでの捉え方か

ら，活動に参加していくなかで高齢者としての自分を受け入れられるようになったと

いう［年齢の受容］が可能となっていた。

「辞める前が 2 年間，30代の会社におったでしょう。若者と同じ職場にいたから，
で，辞めてこっち｛高齢者大学｝きたら，いきなり，｛平均｝69歳でしょう。ショッ
クが大きかったね。今考えたらよかったと思うよね。早く慣れて（KA3-5）」

また，活動をはじめるようになって，健康管理への意識が高まり，健康への自信と

いうような［健康に対する認識の変化］が得られたことが捉えられた。

「｛高齢の入所者と接することで｝健康に気をつけますよね。意識は｛中略｝前
より高まった（SD3-5）」

これらの言説は，高齢期の変化のなかで特に注目される側面である年齢や健康に関

する変化であることから，〈高齢期の変化に対する認識の変化〉と命名した。

Ⅱ．コアカテゴリー【環境に関する認識】

活動参加や活動を取り巻く状況に対する認識の変化であり，＜活動参加の価値＞＜

高齢者の価値＞＜地域と社会に関する情報＞の 3 つのカテゴリーを含む。

①　カテゴリー〈活動参加の価値〉

活動におけるモチベーションや活動参加の意義を高めるために，仲間の存在が欠か

せないということに気づいたという［友人・仲間の重要性への気づき］に関する言及

があった。

「モチベーションが保てたのは｛中略｝3 年間同じ部屋で｛中略｝5 人，10人の
チームごとに分かれて｛中略｝苦労を共にしてきた（KB1-4）」

「人とのかかわりもできるし，それで頭の体操にもなるし（PC2-5）」

また，主体性や積極性をもった活動へのかかわり方が，活動の意義を高めるという

ことに気づいたという［関与の重要性への気づき］に関する発言も得られた。

「｛座学は｝面白いなだけでおわっちゃう。自分がそこに参画しないとね（KA3-1）」

「現場に入って初めてわかるっていうか，勉強させてもらうことが多い（SD1-

11）」

友人や仲間，活動への関与度の大切さに対する気づきは，活動への参加が仲間や関
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与度によって，さらに意味のあるものになるという価値の変化であると捉えられるこ

とから，〈活動参加の価値〉と設定した。

②　カテゴリー〈高齢者の価値〉

高齢者という存在がグループに参加する際にマイナスではなく，むしろプラスにな

るということに気づいたという［高齢者の強みへの気づき］や，加齢に伴って伸び続

けている能力の認知という［高齢期に伸びる能力への気づき］に関する言及があった。

「若いときは，時間にも振り回されるし，仕事にも振り回される｛中略｝70歳に
なると，一歩も二歩も引いて自分もみられるし，世の中もみられるしってなるか
ら，そういうのが，これから高齢者が働くのによい面じゃないかと思います
（SD4-3）」

「｛高齢期は｝年々物をみたら深く，深くみられる。やっぱり，年とともにね。
いろんなものが（PC4-4）」

これらの発言の特徴的な点は，自分が高齢期に得た変化を，一般的な高齢者の特徴

として捉え，客観性のある言葉で語ったことである。これらの語りからは，活動の参

加において，高齢者という存在にプラスの側面があることへの客観的な気づきと捉え

られることから，〈高齢者の価値〉と設定した。

③　カテゴリー〈地域と社会に関する情報〉

活動に参加することで，活動団体や地域に関するこれまで知らなかった実態がわ

かったという［活動団体の実情の把握］や，これまで意識していなかったことに対し

て社会的関心が芽生えたという［社会に対する新たな視点］が得られたことが語られ

た。

「いろんなノウハウをね，グループ活動なんか教えてもらったんだけど，なかな
かそれを実践するところが｛自分の地域に｝ないわけ（KA2-2）」

「今までは｛高齢者施設での虐待について｝新聞読んだりテレビみたり，そうや
ねんなと思うだけ。やる人は悪いことやけど，なんか落ち度が他にあったんかな
とか思うようになりましたね（SD1-9）」

他に，これまで自分一人では収集できていなかった地域の情報が，活動への参加が

きっかけで得られたという［地域情報の入手］に関する発言があった。

「｛やりたいと思ってた｝横笛教室を教えてもらった（KB2-6）」

「教会のバザーを教えてもらった（PC2-6）」

これらの言説は，これまで自分が知っていた団体や地域，社会の認識に，活動参加

によって新たな情報が追加されたり，新たな認識が得られたりしたことがうかがえる。
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よって〈地域と社会に関する情報の獲得〉と名づけた。

これまでの分析から，協力者は活動経験を異なる視点から捉え直し，自分自身のニー

ズ，高齢者の強み，地域課題といった新たな認識を得ていることが明らかになった。

しかし，こうした学びは活動の一時点でのみ生じるのだろうか。活動の継続は学びに

どのような影響を及ぼすのだろうか。次節で，時間軸を考慮した分析結果を示す。

個人の学びから地域・社会に対する学びへ（活動継続による学び）5
本節では，活動の継続による学びの変化を捉えるため，調査対象者ごとに学びに関

する発言を時系列で整理した。分析の結果， 1 つの学びが次の学びを促進する連鎖的

なプロセスが明らかになった。典型的な例を以下で示す。なお，文中の「　」はイン

タビューでの発言を示す。

SD1さんは，介護施設での生きがい就労に参加していた。仕事を始めて介護施設の

人材不足という課題を目の当たりにしたことで，これまであまり興味をもっていな

かった介護業界の人材不足問題について学びを得た。

この学びは，その後の認識の変化につながった。介護施設での高齢者虐待のニュー

スを新聞で読んだ際，SD1さんは虐待した個人だけでなく，その人が働いていた介護

施設に何か問題があるのではないかと考えるようになった。つまり，個別の事件の背

後にある，介護施設全体が抱える構造的な問題を意識するようになった。

さらに，介護現場の大変さを理解したことは，地域課題に対する認識の変化ももた

らした。SD1さんの地域では，介護施設の送迎マイクロバスが住宅街で交通の妨げに

なることが課題となっていた。これまでSD1さんは「福祉が社会の邪魔をしている」

と腹を立てていたが，介護の実情を理解した後は「お年寄りやし時間がかかるからしゃ

あない」と容認する姿勢に変わった。

こうした認識の変化は，態度の変化にもつながった。SD1さんは，自治会の集まり

で介護施設の送迎車の問題について自分の考えを述べようと考えるようになり，地域

課題に主体的に関与しようとする姿勢をみせるようになった。

このようにSD1さんのケースでは，自分の勤める介護施設の小さな範囲の課題に関

する学びから，地域や社会というより広い世界の認識の変化へと広がっていった様子

が読みとれる好例である（図 2）。

他のエピソードでは，KA1さんは，高齢者大学で同じ班になった年上の人から，

パソコンを教えてといわれたことをきっかけに，「（自分に）何ができるんや」といっ
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た自分自身の認識に悩んでいたが，自分が他の人よりパソコンの知識があることに気

づき，「俺，（人より）パソコンできるんや」と自分に関する認識が変化したというエ

ピソードが語られた。

KA1さんは理系の大学院出身で，定年までパソコンを使う仕事に従事していた。

会社の仲間は皆パソコンに精通していたため，自分が特別得意だと思ったことはな

かった。そのため，退職後にボランティアを勧められても「何をしたらよいか，何が

いったいできるのかわからんかった。何もできない」と，自分には貢献できる経験や

スキルがないことにショックを受けた。しかし，高齢者大学のカリキュラムでパソコ

ン教室のボランティアを始めたことが転機となった。パソコンを全く知らない高齢者

が非常に多いことに驚き，「パソコンのことわからないから，いっぱいオプションを

申し込まされた。これはあかんと思いましたね」と，不必要なインターネットオプショ

ンを契約させられている高齢者世帯の実態を知り，KA1さんは高齢者が抱える課題

に対する認識を深めたことを語った。この経験から，KA1さんは居住地域でもパソ

コン教室のボランティアを始めるようになった。活動を通じて，自分のパソコンの知

識が「役に立って満足」という実感を得たことが語られた。

このようにKA1さんのケースは，ボランティア活動を通じて，それまで気づいて

いなかった「自分の価値」の発見から，「誰かの役に立ちたい」という自分自身のニー

図 2　活動継続による学びの広がり

 

「｛高齢者施設の｝スタッフの方，確かに少ない(SD1)」 

「今までは，｛高齢者施設の虐待について｝新聞読んだりテレビみたり，そうやねんなと思

うだけ。やる人は悪いことやけど，なんか落ち度が他にあったんかなとか思うようになり

ました(SD1)」 

「家の前の狭い道で介護の車停めて，通れないことがあるんです。前は，福祉やのにこんな

停め方しやがって，と腹も立ってたんですけど，今は，ああお年寄りやし時間かかるから

しゃあないと思うようになりました(SD1)」 

「今，自治会の担当なんですけど，ここで仕事するようになって，自治会でもなんか意見言っ

ていこうと思ってます。私なりに介護の車のこともそうですけど，思うことがあるし(SD1)」 

 

生きがい研究 第32号_01c-第１編_02.indd   37生きがい研究 第32号_01c-第１編_02.indd   37 2026/03/24   12:39:292026/03/24   12:39:29



— 38 —

ズへと，自己認識が深化していった過程が読み取れる例である。

これらの事例からは，活動を通した学びが，活動継続によって段階的に広がり深まっ

ていくことが捉えられる。一つの学びが行動の変化を促し，その行動が自己や社会に

対する新たな認識をもたらす。変化した認識はさらに次の行動を引き起こし，それが

次の認識の変化へとつながるという循環的プロセスである。

おわりに6
本研究では，高齢者の社会参加における活動経験を通じた学びのプロセスが明らか

になった。分析の結果，学びは一時的なものではなく，活動の継続によって段階的に

広がり深まることが示された。

本研究では，個人が活動経験を通じた学びによって，参加団体が抱える課題への理

解が社会全体の課題の理解へと広がっていく様子が見出された。片桐
3）

は，個人の社会

参加を通じた変化が，個人と社会の双方を変化させ，両者の成熟につながる可能性を

指摘している。本研究の結果は，この指摘を支持するものといえる。

この知見は，高齢者の社会参加を支援するうえで重要な示唆を与える。少子化によ

る地域の人材不足が懸念されるなか，地域の活性化や課題解決において元気な高齢者

の活躍に対する期待は高まっている。地域課題の解決に向け，地域や社会の問題をテー

マにした学習講座の提供も 1 つの方策である。しかし本研究の結果は，講座受講のよ

うな意図的な学習だけでなく，高齢者が自身の人生の豊かさを求めて参加した他の活

動においても，継続的な参加を通じて地域課題に関する学びが促進される可能性を示

唆している。学習施設等での情報提供だけでなく，実際の活動に継続的な参加を促す

ことが，自己や他者，地域社会に対する認識の深化につながる。個人化が進む社会に

おいて，こうした学びを通じた人・地域とのつながりの形成は，高齢者個人の豊かさ

のみならず，社会全体にとっても意義があると考えられる。

ただし，本研究には限界もある。個人の認識変化が社会につながる可能性は示され

たものの，それが実際に社会に資する具体的な行動のきっかけとなり得るのかについ

ては明らかにできなかった。個人の学びと認識の変化が，地域社会にどのような影響

を及ぼすのか，その具体的なメカニズムと効果を検証することが今後の課題である。
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3 　�高齢者の地域活動への�
参加は，いかなるかかわり
のなかで生まれるのか？

池田　晋平
＜湘南医療大学保健医療学部リハビリテーション学科教授＞

はじめに1
わが国の人々の暮らしは，この数十年で大きく変化した。高度経済成長期（1960～

70年代）における生活水準の向上を経て，働き方や生き方の選択肢が広がり，ライフ

スタイルは多様化してきた。一方で，1990年代から続く経済不況の影響で格差が拡大

し，誰もが同じく豊かな暮らしができるとは限らない。高齢期でも，「ゆとりある老後」

が一様に保障されているわけではない。地域に目を向けると，少子高齢化と都市への

人口集中により，都市化と地方の過疎化が同時に進み，地域コミュニティのつながり

は弱まりつつある。さらに，2020（令和 2 ）年の新型コロナウイルス感染症の流行は，

人々の交流を制限し，関係の維持や新たなつながりの形成を困難にした。こうした状

況は，高齢者の地域活動の参加を妨げ，社会的孤立のリスクを高めている。

先行研究では，高齢者が趣味，スポーツ，ボランティアなどの地域活動を通じて社

会参加することが，将来的な要介護認定の発生率低下に寄与することが報告されてい

る
1）

。こうした知見から，健康日本21（第三次：2024（令和 6 ）年～2035（令和17）年）

では，高齢者の社会参加の促進を明確な目標として掲げている
2）

。しかし，社会参加の

必要性は国民に広く認識される一方で，行政や専門職がそれを後押しするためのしく

みは，十分に整っているとは言い難い。また，健康づくり施策は，参加率の向上が目

的化しやすく，高齢者が「なぜ地域活動に参加しているのか」「生活のなかでどのよ

うな利点を感じるのか」といった視点は十分に検討されてこなかった。

著者は，作業療法士として地域で暮らす高齢者の健康づくりの実践や，研究活動に

携わってきた。作業療法士は，「人は作業（生活行為）を通して健康や幸福になる」

という理念を基盤に，障害者・高齢者のADL（Activities of Daily Living）・IADL
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（Instrumental Activities of Daily Living）から趣味・余暇活動まで生活行為全般の

支援を担う
3）

。その立場からみると，社会参加とは，個人が活動に意味や価値を見出し，

人とのかかわりに支えられながら，日々の暮らしのなかで営まれる行為である。この

概念としての社会参加は，必ずしも健康増進を目的とせず，活動にかかわる当事者に

とって「人と交流したい」「誰かの役に立ちたい」「外に出て気分転換したい」といっ

た思いを原動力に，生きる意欲や充実感をもたらす「実践」である。

本稿では，著者のこれまでの研究成果を手掛かりに，地域活動への参加が，人や地

域とのかかわりのなかでどのように生まれ，どのような意味をもつのかを明らかにし

ていきたい。なお本稿の一部は，既出の論文
4，5）

をもとに論を構成したものである。

高齢者の地域活動の実態と地域に対する態度やつながりの関連（論点1）2
❶ 調査の概要� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

個人の価値観や生き方が多様化する現代において，高齢者が地域とつながりをもつ

ことは，ますます貴重な機会となっている。しかし，高齢者の地域活動の参加を左右

する背景要因については，十分に解明されていない。論点 1 では，著者が2017（平成

29）年に神奈川県綾瀬市在住の65歳以上の高齢者を対象に実施した「高齢者の健康と

生活に関する調査」（以下，本調査）をもとに，地域活動の実態を整理し，地域社会

に対する態度やつながりがどのように参加に関連しているのかを考察する。同市は，

神奈川県のほぼ中央に位置し，東京都心から約40km，横浜市から約20kmにある首都

圏の自治体である。調査当時の人口は約84,000人，高齢者人口は約23,000人であった。

本調査では，地域活動を橋本らの「いきいき社会活動チェック表」
6）

を参考に，①地

域行事への参加，②自治会の活動，③老人クラブの活動，④趣味の会など仲間うちの

活動，⑤特技や経験を他人に伝える活動，⑥ボランティア活動の 6 種類に定義した。

対象者には，過去 1 年間の参加の有無を回答してもらった。また，地域に対する態度

として「地域への愛着」と「地域への貢献意識」の 2 因子を設定した。さらに，地域

とのつながりの状況を捉えるため，ソーシャル・キャピタル（Social Capital，以下

SC）を調査した。SCは「ネットワークの構造（結束型SC，橋渡し型SC）」「社会凝集

性（近隣住民に対する信頼，互酬性の規範，交流頻度）」の計 5 因子を設定した。表

1に本調査の変数一覧を示す。本調査は3,058名に郵送調査を実施し，1,899名から回

答を得た。このうち要介護認定者と，一部でも無回答がある者を除外した計1,266名（男
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性628名，女性638名）を分析対象とした。

❷ 調査の結果� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

地域活動への参加状況を表 2に示す。全体で参加率が最も高い地域活動は，自治会

の活動49.8％で，続いて，地域行事への参加43.7％，趣味の会など仲間うちの活動

43.6％であった。男女別では，自治会の活動への参加は男性46.2％で，女性53.3％よ

り有意に少なかった。趣味の会など仲間うちの活動への参加は男性36.0％で，女性

51.1％より有意に少なかった。特技や経験を他人に伝える活動への参加は男性10.7％

表 1　本調査の変数一覧
変数名 設問文 変数のカテゴリ

地域活動の参加状況 「この 1 年間に，以下の地域活動に参加しましたか。各項目についてお答えく
ださい」
①地域行事への参加
②自治会の活動
③老人クラブの活動
④趣味の会など仲間うちの活動
⑤特技や経験を他人に伝える活動
⑥ボランティア活動

あり／なし

地域への愛着 「あなたの住む地域に愛着を持っていますか」 強い／弱い
地域への貢献意識 「地域社会のために役に立ちたいと思いますか」 強い／弱い
結束型SC 「普段の生活で，背景（性別，世代，暮らしぶりなど）が似ている人との付き

合いが多いと思いますか」
強い／弱い

橋渡し型SC 「普段の生活で，背景（性別，世代，暮らしぶりなど）が異なる人との付き合
いが多いと思いますか」

強い／弱い

信頼 「一般的に，あなたの住む地域の人々は信頼できると思いますか」 強い／弱い
互酬性の規範 「一般的に，あなたの住む地域の人々はお互いに助け合う気持ちがあると思い

ますか」
強い／弱い

地域住民との交流頻度 「お住まいの地域（ご近所や自治会）の人と，会話をする頻度はどれくらいあ
りますか」

週 1 回以上／週 1 回未満

教育年数 「あなたがこれまで受けた学校教育は，小学校から通算すると何年ですか」 13年以上／13年未満
暮らし向き 「あなたは，現在の暮らし向きをどのように感じていますか」 ゆとりあり／苦しい

SC：ソーシャル・キャピタル

表 2　地域活動への参加状況
全体n（%） 男性n（%） 女性n（%） p

地域行事への参加 あり 553（43.7） 259（41.2） 294（46.1） 0.083
なし 713（56.3） 369（58.8） 344（53.9）

自治会の活動 あり 630（49.8） 290（46.2） 340（53.3） 0.011
なし 636（50.2） 338（53.8） 298（46.7）

老人クラブの活動 あり 137（10.8） 62（9.9） 75（11.8） 0.281
なし 1,129（89.2） 566（90.1） 563（88.2）

趣味の会など仲間うちの活動 あり 552（43.6） 226（36.0） 326（51.1） 0.000
なし 714（56.4） 402（64.0） 312（48.9）

特技や経験を他人に伝える活動 あり 160（12.6） 67（10.7） 93（14.6） 0.036
なし 1,106（87.4） 561（89.3） 545（85.4）

ボランティア活動 あり 284（22.4） 133（21.2） 151（23.7） 0.288
なし 982（77.6） 495（78.8） 487（76.3）
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で，女性14.6％より有意に少なかった。

地域活動の参加に関連する要因を明らかにするため，ロジスティック回帰分析を実

施した（表 3）。その結果，地域活動の種類によって関連要因に一定の差が確認され

たものの，すべての活動で地域への貢献意識が有意に関連していた。特にボランティ

ア活動では，男女とも高いオッズ比が示された。また，地域住民との交流頻度は，男

女いずれにおいても地域行事への参加，自治会の活動，ボランティア活動に有意な関

連を示した。結束型SC及び橋渡し型SCについては，男女で関連する地域活動に差異

がみられたが，共通の傾向として，結束型SCは，趣味の会など仲間うちの活動に，

橋渡し型SCは，特技や経験を他人に伝える活動及びボランティア活動に関連していた。

一方で，地域への愛着，近隣住民に対する信頼，互酬性の規範は，ほとんどの地域

活動に関連が認められなかった。教育年数及び暮らし向きは，男女で関連する地域活

動に差異がみられ，女性では教育年数が特技や経験を他人に伝える活動及びボラン

ティア活動に関連していた。

表 3　地域活動の種類別にみた参加要因の分析結果（ロジスティック回帰分析）

地域行事への参加 自治会の活動 老人クラブの活動
趣味の会など

仲間うちの活動
特技や経験を他人

に伝える活動
ボランティア活動

OR CI OR CI OR CI OR CI OR CI OR CI
男性（n=628）
地域への愛着 2.21 1.16-4.22* 1.05 0.60-1.85 1.11 0.35-3.55 1.15 0.63-2.11 2.07 0.61-6.99 1.67 0.71-3.91
地域への貢献意識 2.96 2.02-4.33*** 2.19 1.53-3.14*** 2.74 1.37-5.51** 1.69 1.16-2.47** 3.85 1.92-7.69*** 4.40 2.63-7.36***
結束型SC 1.59 1.08-2.34* 1.45 1.00-2.10 1.40 0.70-2.78 2.38 1.61-3.54*** 2.39 1.21-4.71* 1.20 0.74-1.94
橋渡し型SC 1.00 0.66-1.53 1.01 0.67-1.51 1.71 0.93-3.16 1.27 0.84-1.90 1.78 1.01-3.15* 1.93 1.22-3.05**
信頼 0.81 0.43-1.53 1.14 0.63-2.05 1.32 0.45-3.92 0.87 0.47-1.60 0.71 0.27-1.85 1.15 0.52-2.54
互酬性の規範 1.23 0.70-2.16 1.73 1.02-2.93* 0.70 0.28-1.77 0.97 0.56-1.67 0.86 0.37-2.03 0.87 0.44-1.72
地域住民との交流頻度 1.79 1.23-2.59** 1.83 1.28-2.61** 1.72 0.91-3.28 0.92 0.64-1.34 0.69 0.39-1.24 1.73 1.10-2.73*
教育年数 0.95 0.66-1.37 0.79 0.56-1.13 0.49 0.27-0.91* 1.10 0.77-1.58 0.96 0.56-1.65 1.28 0.84-1.95
暮らし向き 0.57 0.37-0.88* 0.94 0.63-1.41 0.64 0.32-1.28 1.22 0.80-1.88 0.93 0.47-1.81 0.94 0.55-1.58
女性（n=638）
地域への愛着 1.56 0.87-2.77 0.98 0.57-1.70 2.37 0.73-7.62 0.85 0.48-1.50 1.48 0.50-4.40 1.23 0.55-2.77
地域への貢献意識 3.23 2.26-4.60*** 2.26 1.59-3.22*** 2.08 1.19-3.63* 2.80 1.95-4.03*** 2.69 1.52-4.76** 5.77 3.57-9.35***
結束型SC 0.94 0.60-1.47 0.97 0.63-1.52 2.82 1.22-6.54* 2.04 1.30-3.21** 1.72 0.79-3.74 0.94 0.53-1.67
橋渡し型SC 0.81 0.55-1.19 1.03 0.70-1.50 0.98 0.56-1.72 1.09 0.74-1.61 4.25 2.53-7.14*** 2.00 1.29-3.09**
信頼 1.12 0.58-2.18 1.24 0.65-2.39 0.27 0.10-0.74* 2.50 1.22-5.10* 0.93 0.25-3.39 1.67 0.65-4.28
互酬性の規範 1.26 0.62-2.58 1.38 0.69-2.76* 1.90 0.59-6.11 0.62 0.29-1.32 0.69 0.19-2.49 0.63 0.24-1.63
地域住民との交流頻度 1.68 1.12-2.54* 1.80 1.21-2.69** 1.36 0.71-2.60 1.34 0.88-2.03 1.73 0.85-3.54 1.40 0.81-2.43**
教育年数 1.44 0.97-2.15 1.19 0.80-1.78 1.20 0.66-2.21 1.51 1.00-2.30 2.46 1.45-4.17** 1.59 1.01-2.51*
暮らし向き 0.84 0.56-1.26 0.83 0.56-1.24 1.01 0.54-1.89 1.42 0.95-2.31 1.80 0.90-3.60 1.26 0.76-2.09
*p＜0.05，**p＜0.01，***p＜0.001
年齢，世帯形態，居住年数，老年症候群の基本属性を調整
地域活動の参加状況（なし： 1 ，あり： 2 ），地域への愛着（弱い： 1 ，強い： 2 ），地域への貢献意識（弱い： 1 ，強
い： 2 ），結束型SC（弱い： 1 ，強い： 2 ），橋渡し型SC（弱い： 1 ，強い： 2 ），信頼（弱い： 1 ，強い： 2 ），互酬
性の規範（弱い： 1 ，強い： 2 ），地域住民との交流頻度（週 1 回未満： 1 ，週 1 回以上： 2 ）
SC：ソーシャル・キャピタル，OR：オッズ比，CI：信頼区間
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❸ 考察とまとめ� ●●●●●●●●●●●●●●●●●

まず，地域活動の実態について考察する。安齋ら
7）

の虚弱高齢者の調査では，地域行

事への参加32.5％，自治会の活動35.4％，老人クラブの活動11.0％，趣味の会など仲

間うちの活動27.4％，特技や経験を他人に伝える活動15.9％，ボランティア活動12.2％

であることが報告されている。本研究と単純に比較できないが，本研究の対象者では，

老人クラブの活動や特技や経験を他人に伝える活動を除き，多くの地域活動で参加率

が高い傾向にある。男女差に着目すると，自治会の活動，趣味の会など仲間うちの活

動，特技や経験を他人に伝える活動の 3 種類において，女性の参加率が高いことが明

らかとなった。他自治体の報告でも女性の地域活動への参加率が男性より高く
8，9）

，本研

究の結果は一定の一般性を有すると考えられる。性差が生じる背景として，ライフコー

ス上の役割経験の違いが指摘されている。すなわち，男性は生産年齢期を主に職場役

割に従事する傾向がある一方，女性はライフステージや役割の変化に応じて，近隣，

学校，趣味活動など多様な文脈で人間関係を形成する特徴がある
10）

。本研究の結果は，

こうした男女のライフコースの違いが，高齢期における地域活動への参加率の差とし

て表れた可能性がある。

次に，高齢者の地域活動の参加を支える背景として，第一に，地域活動への参加に

影響を及ぼす主要な因子は「地域への貢献意識」であることが示唆される。先行研究

では，高齢者の地域活動への参加動機として「地域社会に貢献したい」「お互いに助

け合うことが大切」があげられている
11）

。本研究では，特にボランティア活動で高いオッ

ズ比が示され，地域コミュニティに対する能動的な態度は，地域活動に参加するうえ

で前提条件であるかもしれない。

第二に，地域住民との日常的な交流の多さは，地域を基盤とした行事や自治会活動，

ボランティア活動への参加に関連し，社会参加を支える重要な要因の一つという見方

ができる。この結果は，米国の社会学者パットナム
12）

が指摘する，近隣におけるイン

フォーマルなつながりがフォーマルな地域活動へと発展していくという見解を支持し

ている。一方で，近隣との交流が希薄であっても，老人クラブや趣味の会といった仲

間との活動や，自身の特技・経験を他者に伝える活動に参加している高齢者も存在す

ることに留意する必要がある。

第三に，SCとの関連として，閉じたネットワークを有する人々では仲間的な活動

への参加が促され，開かれたネットワークを有する人々では地域社会への貢献を伴う

活動への参加が促される傾向がある。このことは，人とのかかわりを広げることを得
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意としない高齢者でも，関心や価値観を共有できる場，例えば趣味などの比較的閉じ

た仲間的活動が，参加のしやすさにつながることを示唆している。補足的に，教育年

数や暮らし向きといった社会経済的要因は，一部の地域活動で関連が示された。女性

では，これまで受けてきた教育が，知識や経験を他者に提供する貢献的な活動の参加

に影響する可能性がある。

これまでも，個人が有するリソース，すなわち健康状態，社会経済状態（学歴，職

業，収入），家族や友人・隣人との交流頻度などが，社会参加を規定する要因として

指摘されてきた
13）

。本研究の結果は，こうした知見をおおむね支持するものであった。

一方，本研究では，社会的ネットワークの量のみならず，その質（結束型・橋渡し型）

によって，参加しやすい地域活動の種類が異なることが明らかとなった点に特徴があ

る。このことは，社会参加を一律に捉えるのではなく，個人の社会関係の特性に即し

た参加の様相があり得ることを示唆しており，今後の地域活動のあり方や参加を促進

する支援策を検討するうえで，重要な視点を提供するものと考えられる。

参加当事者の語りからみえてくる地域活動の多面的な意義（論点 2）3
❶ 調査の概要� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

論点 1 では，高齢者の地域活動の実態とその背景要因を整理し，地域に対する態度

やネットワークの構造が地域活動への参加を左右することを確認した。論点 2 では，

こうした社会参加が高齢者自身の暮らしのなかでどのように意味づけがされているか

について，焦点を移す。

高齢者を対象とした先行研究では，老人会や趣味サークルへの参加が要介護認定の

抑制につながること
14）

，また，ボランティアやスポーツ，趣味，自治会などの参加頻度

が高いほど，IADLの維持が期待できることが報告されている
15）

。これらの知見は，社

会参加が将来的な健康の維持・増進に影響することを示しており，近年のフレイル予

防においても，社会的つながりの喪失をフレイルの初期段階と捉え，社会参加の重要

性が強調されている
16）

。しかし，こうした知見の多くは健康指標との関連に主眼が置か

れており，地域活動が高齢者の主観的経験のなかでどのような意義をもって受け止め

られているのかについては，十分に検討されていない。本研究は，地域活動を通じて

高齢者が見出す意義を，当事者自身の発言を手掛かりに明らかにする。

神奈川県綾瀬市の高齢介護課は，高齢者が多様な社会活動へ参加できる環境づくり
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を推進する事業として，「リーダーワークショップ（以下，LWS）」を2018（平成30）

年度から2019（令和元）年度にかけて計 3 回開催してきた。このLWSは，同市内で

活動する書道，太極拳，気功，中国体操，民謡，日本舞踊，老人クラブなど計10団体

からのべ32名の代表者が参加し，交流を深めながら活動の紹介や課題の共有を行い，

ネットワークづくりを図るものである。

2018（平成30）年 5 月に開催した第一回LWSでは，小グループ形式による意見交

換を行い，著者がファシリテーターを務めた。テーマは「地域活動に参加して良かっ

たこと」で，参加者はポストイットに自由に意見を記述し，グループ内で発言・共有

したのち，全体で意見を集約した（図 1）。本研究では，意見内容について類似性に

基づきカテゴリ分類を行い，それぞれの団体の代表者が認識する地域活動の意義を抽

出した。本文中は，カテゴリを【　】，サブカテゴリを［　］，具体的な意見を『　』

と表記した。

❷ 調査の結果� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

参加者の語りから浮かび上がった地域活動の意義は，【身体機能の改善と予防の手

応え】【生きがい感を伴う心理的充実】【交流の輪の拡大と関係の深まり】【生活リズ

ムの形成と日課の獲得】【認知的な刺激を得る機会と広がり】の五つに集約された（表

4）。

【身体機能の改善と予防の手応え】では，『足腰が強くなる』『体力や忍耐力がつい

た』という［筋力・体力の向上］があげられた。また，『健康増進につながったと思

います』『年齢を重ねても健康に自信が持てる』など［老化予防への自信］の声も聞

かれた。

次に【生きがい感を伴う心理的充実】に関する内容では，参加者から『精神的に充

図 1　第一回リーダーワークショップにおける意見交換の場面
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実感が得られる』『やりたいことが増える』といった意見が聞かれ，活動の参加を通

じて［心身が満たされるひと時］を過ごしながら，［自信や挑戦意欲の向上］を実感

している様子がうかがわれた。『毎回笑いがありとても楽しい会です』『教室の人達が

笑いながら練習をしている』といった発言からは，活動の場が［日常の喜び・生きが

い］となっていることが示された。

【交流の輪の拡大と関係の深まり】に関しては，『友達の友達とも会話するように

なった』『共通の話題があることで会話が生まれる』といった意見が聞かれ，活動を

契機に［新たな友人関係の形成］が生じていた。『仲間と悩み相談できる』では，活

表 4　地域活動に参加して良かったこと
カテゴリ サブカテゴリ 具体的な意見

身体機能の改善と予防の手応え 筋力・体力の向上 足腰が強くなる
体力や忍耐力がついた
大腿四頭筋がついた
腹式呼吸で心臓が強くなった

老化予防への自信 健康増進につながったと思います
転倒しにくくなった
年齢を重ねても健康に自信が持てる
健康を作り上げていく楽しさを味わえる
元気なことで家族・近所に迷惑をかけない

生きがい感を伴う心理的充実 心身が満たされるひと時 手足を動かすのが面白い
精神的に充実感が得られる
参加するだけでストレス発散
会に参加して刺激される

自信や挑戦意欲の向上 自信が出来てくる
やりたいことが増える
他の事にも挑戦出来る
新しいことにチャレンジする
新たな課題にチャレンジするのが良い効果

日常の喜び・生きがい 毎回笑いがありとても楽しい会です
教室に来ることを楽しみにしている
コミュニケーションが楽しく出来ている
教室の人達が笑いながら練習をしている

交流の輪の拡大と関係の深まり 新たな友人関係の形成 友達の友達とも会話するようになった
友達の輪を広げることが大切
仲が良くなり友達が出来る
共通の話題があることで会話が生まれる

困りごとを気軽に話せる場 情報・生活知識の交換
仲間と悩み相談できる
自分の困った体の悩みを話し合ってます

日常生活の新たな広がり 書道を通して孫との交流も多くなった
にぎやかな会場に参加するようになった
外に散策をと出掛けるようになる

生活リズムの形成と日課の獲得 規則正しい生活の形成 朝起きるのが早くなった
生活にメリハリができ張り合いがある

日常生活として定着した習慣 月 3 ～ 4 回行うことで生活のリズムになっている
今日行く場所がある

認知的な刺激を得る機会と広がり 頭が刺激されている実感 ボケ防止になる
頭と体を働かす
自分の覚えた事に対して再認識ができる

知的関心の広がりと喜び テレビで歴史番組を見るのが楽しくなった
健康な番組を見るようになった
他からくる情報にリンクさせることが喜び
自分の知らない世界を知ることが出来る
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動の場が［困りごとを気軽に話せる場］として機能し，さらに，『書道を通して孫と

の交流も多くなった』『にぎやかな会場に参加するようになった』との語りは，人と

のかかわりや行動範囲が広がっていく経験が［日常生活の新たな広がり］として表現

されていた。

【生活リズムの形成と日課の獲得】については，『朝起きるのが早くなった』との

意見が聞かれ，活動への参加を通じて生活全体に一定のリズムが生まれ，［規則正し

い生活の形成］が促されていた。さらに，『月 3 ～ 4 回行うことで生活のリズムになっ

ている』『今日行く場所がある』という発言は，継続的な参加が［日常生活として定

着した習慣］となっていることを示していた。

【認知的な刺激を得る機会と広がり】については，『ボケ防止になる』『自分の覚え

た事に対して再認識ができる』といった意見が聞かれ，活動を通じて［頭が刺激され

ている実感］を得ていた。さらに，『テレビで歴史番組を見るのが楽しくなった』『自

分の知らない世界を知ることが出来る』といった語りは，学びを楽しむ経験が［知的

関心の広がりと喜び］につながっていることを示していた。

❸ 考察とまとめ� ●●●●●●●●●●●●●●●●●

本研究の結果から，地域活動は，高齢者にとって身体的な健康効果にとどまらず，

日々の暮らしにおける生きがい，交流，生活リズム，学びなど，多面的な側面に影響

を及ぼしていることが明らかになった。

参加者の語りには，『足腰が強くなる』『年齢を重ねても健康に自信が持てる』といっ

た身体的変化に加え，『新しいことにチャレンジする』など生活・心理面の前向きな

変化が含まれており，地域活動への参加が日常生活全体の活性化につながっているこ

とが示唆される。

また，笑いや楽しさを共有する活動は，生きがいや充実感をもたらすだけでなく，

新たな人とのつながりを形成する場としても機能している可能性がある。その場では，

参加者同士が日常生活に関する情報や生活上の知識を交換し合い，困りごとや身体の

不調について気軽に相談できる関係性が育まれていた。さらに，『友達の友達とも会

話するようになった』『にぎやかな会場に参加するようになった』といった語りが示

すように，地域活動はその枠を超えて広がり，行動範囲や対人関係の拡大に寄与して

いる可能性がある。

加えて，『朝起きるのが早くなった』『今日行く場所がある』という発言は，地域活

動への定期的な参加が，起床や外出といった日常行動を整え，予定をもって一日を過
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ごす生活管理を促し，その結果，高齢期の自立した暮らしを支えていることを示唆し

ている。また，『自分の知らない世界を知ることが出来る』という語りからは，地域

活動が知的好奇心を喚起し，関心や学びの広がりをもたらす可能性が示唆される。

先行研究では，高齢者の介護予防施策に関する知識が，地域組織への参加頻度や友

人・近隣住民との交流頻度といった社会的ネットワークの広がりと関連していること

が示されている
17）

。また，趣味の会など仲間同士の結びつきが強い集団では，有益な健

康情報が共有されやすいことも指摘されている
18）

。これらの知見は，地域活動への参加

が，人とのつながりや情報共有を介して，高齢者の生活や健康行動に影響を及ぼし得

ることを示している。

高齢者に地域活動の参加を促す際には，地域活動を日常生活の一部として捉えたう

えで，生活に楽しさや張りをもたらし，新たな挑戦や交流の広がりを実感できる場と

して提案することが，効果的な方法の一つとして考えられる。

高齢男性を地域活動へ促すための工夫と課題（論点 3）4
❶ 調査の概要� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

論点 3 では，特に地域活動への参加が少ない高齢男性に焦点を当て，地域活動を促

すための工夫と課題を明らかにする。論点 1 及び論点 2 では，実際に地域活動に参加

している高齢者や代表者を対象にしていた。いずれも，参加者側の視点に基づくもの

で，参加に至っていない高齢者の立場を十分に捉えきれていない。本研究は，地域活

動を推進する役割がある人々の経験を手掛かりに，高齢男性が参加に至る前段階のか

かわりに着目する。

地域活動に参加する高齢男性が少ない現状は，多くの自治体に共通する課題であ

り
19，20）

，男性向けの料理教室
19）

や講座プログラム
21）

の開催など，高齢男性の参加を促すための

方策に腐心してきた。高齢男性の地域活動への参加や継続には，過去の社会参加経

験
22）

，地域で必要とされているという実感
23）

，目的が明確化された活動内容
24）

などが，参加

を支える要因として報告されている。さらに，他者から直接的に誘われるといった外

的要因の重要性も指摘されている
25，26）

。しかし，具体的にどのようなはたらきかけが参加

の契機となるのかについては，十分に解明されていない。この点に着目することは，

高齢男性のみならず，高齢者全体の社会参加を促進する支援のあり方を検討するうえ

で，有用な示唆を与えると考えられる。
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本研究は，2022（令和 4 ）年 2 月に東京都大田区の日常生活圏域Aにて実施された，

高齢者の地域活動を推進する役割を担う関係者を対象としたフォーカス・グループ・

インタビュー（以下，FGI）に基づいている。調査にあたって，同区の社会福祉協議

会の地域福祉担当課に本研究の趣旨を説明し，協力を得て実施した。研究参加者は，

地域包括支援センターの主任介護支援専門員，社会福祉協議会の地域福祉コーディ

ネーター，民生委員・児童委員，シニアクラブの会長，町会の部長などB～F氏の計

5 名であった（表 5）。FGIのテーマは「高齢男性に地域活動へ参加してもらうため

に取り組んでいること，ならびに工夫していること」と「高齢男性の地域活動の参加

を促すうえで，課題と感じていること」の 2 点で，著者がファシリテーターとなり

FGIを進行した。

本研究の分析は，質的記述的研究を採用した。この方法は，研究参加者にとって重

要な現象の捉え方に焦点を当て，参加者自身の語りを通してその意味を理解し，記述・

説明することを目的とする
27）

。分析では，録音内容を逐語録に書き起こし，テーマに関

する意味内容をコード化し，さらに類似するコードを集約してサブカテゴリを生成し，

それらを統合してカテゴリを生成した。以下に，分析の結果を，①「工夫としての誘

いや声掛け」と②「課題となる活動内容・場づくり」に分けて紹介する。本文中では，

カテゴリを【　】，サブカテゴリを［　］，代表的なコードを『　』として表記してい

る。

❷ 調査の結果� ●●●●●●●●●●●●●●●●●●

①　高齢男性を地域活動へ促す工夫としての誘いや声掛け

研究参加者の語りから【様々な立場の人からの誘い】【参加の一歩を後押しする声

掛け】【個別性に応じた声掛け】の 3 つのカテゴリが抽出された（表 6）。

【様々な立場の人からの誘い】では，［代表者からの誘い］［すでに参加している男

性からの誘い］［共通の趣味がある人からの誘い］といった多様なはたらきかけが確

表 5　研究参加者の概要
氏名 所属 職業（肩書き） 年代 性別
B氏 地域包括支援センター 主任介護支援専門員 50歳代 男性
C氏 社会福祉協議会 地域福祉コーディネーター 40歳代 男性
D氏 民生委員・児童委員協議会 民生委員・児童委員 70歳代 女性
E氏 シニアクラブG 会長 70歳代 男性

F氏
H町会
シルバー人材センター
シニアクラブD

部長
ブロック長

70歳代 男性
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認された。

［代表者からの誘い］では，『同好会の代表がアタックすることから始めるのが一

番良い』と語られ，代表者自らが積極的に声を掛けているさまが浮かび上がった。

［すでに参加している男性からの誘い］については，『実際に活動をしている男性

が誘うと参加しやすい』『やはり男性から声を掛ければ，楽しさもわかるんじゃない

かと思う』と表現され，同性からのはたらきかけが行われていた。

［共通の趣味がある人からの誘い］では，『男性は趣味の話ができる人から誘われ

ると，地域活動に出られると感じる』と語られ，共通の関心を媒介とした誘い方の工

夫がみられた。

【参加の一歩を後押しする声掛け】としては，［活動を見物している人への声掛け］

［活動の体験を促す声掛け］［最後の決め手となる直接的な声掛け］があげられた。

［活動を見物している人への声掛け］では，『活動を見ている人に「やってみませ

んか」と声掛けをするのがスタートだと感じる』『グラウンドゴルフを見ている人に「や

りませんか」と声掛けしている』と語られ，関心を示している人に絞ったはたらきか

けがされていた。

［活動の体験を促す声掛け］では，『「自分のできる同好会に参加しませんか」と声

掛けをしている』『「どう？　来てやってみない？」と働きかけをしていかないと』と

語られ，具体的な体験を経て参加を促す工夫がされていた。

表 6　工夫としての誘いや声掛け
カテゴリ サブカテゴリ 代表的なコード

様々な立場の人から
の誘い

代表者からの誘い 同好会の代表がアタックすることから始めるのが一番良い
町会の理事や班長にも電話して，もう少しアナウンスを増やそうかと考え
ている

すでに参加している
男性からの誘い

実際に活動をしている男性が誘うと参加しやすい
やはり男性から声を掛ければ，楽しさもわかるんじゃないかと思う

共通の趣味がある人
からの誘い

男性は趣味の話ができる人から誘われると，地域活動に出られると感じる

参加の一歩を後押し
する声掛け

活動を見物している
人への声掛け

活動を見ている人に「やってみませんか」と声掛けをするのがスタートだ
と感じる
グラウンドゴルフを見ている人に「やりませんか」と声掛けしている

活動の体験を促す声
掛け

「自分のできる同好会に参加しませんか」と声掛けをしている
「どう？　来てやってみない？」と働きかけをしていかないと
「こんな活動をしているので，やってみませんか」と声掛けをしている

最後の決め手となる
直接的な声掛け

役員や同好会のメンバーがやはり直接声を掛けないと，参加してもらえな
い
チラシを貼るだけではなくて，話題作りをして宣伝しようと思います

個別性に応じた声掛
け

その人に合ったきっ
かけを作る大切さ

「あなたに手伝ってもらいたい」「あなたが必要なんだ」と声掛けしていま
す
きっかけを作らないと，出てくるのは難しいのではないか

個人を詳しく知るこ
との大切さ

その人の趣味やどんな仕事をしてきたのか聞くことを大事にしている
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［最後の決め手となる直接的な声掛け］では，『役員や同好会のメンバーがやはり

直接声を掛けないと，参加してもらえない』と語られ，対面的なはたらきかけの大切

さが強調されていた。

【個別性に応じた声掛け】では，研究参加者が［その人に合ったきっかけを作る大

切さ］と［個人を詳しく知ることの大切さ］を重視していることがうかがわれた。［そ

の人に合ったきっかけを作る大切さ］は，『「あなたに手伝ってもらいたい」「あなた

が必要なんだ」と声掛けしています』『きっかけを作らないと，出てくるのは難しい

のではないか』と語られ，相手を必要としていることを明確に伝える声掛けが行われ

ていた。また，［個人を詳しく知ることの大切さ］では，『その人の趣味やどんな仕事

をしてきたのか聞くことを大事にしている』と表され，相手の背景を理解することの

重要性が示された。

②　高齢男性を地域活動へ促すうえで課題となる活動内容・場づくり

研究参加者の語りから【男性が好む活動への方向転換】【男性が入りやすい団体の

雰囲気】【住民が交流や活動できる場の充足】の 3 つのカテゴリが抽出された（表 7）。

【男性が好む活動への方向転換】では，［男性の興味を引く企画］［過去の経験を活

表 7　課題となる活動内容・場づくり
カテゴリ サブカテゴリ 代表的なコード

男性が好む活動へ
の方向転換

男性の興味を引く
企画

企画がハマれば，男性の方も来てくれる
興味があるプログラムであれば，すぐ定着すると思う
男性は，興味があることなら，行ってもいいと少しでも思うようになる

過去の経験を活か
せるスポーツ活動

今までに経験のあるスポーツなら，入りやすい傾向がある
グラウンドゴルフは，昔ゴルフをやっているって方だと，すんなりと入り
込める

熱中できる趣味活
動

没頭できる趣味があれば，自分のハンデをクリアできる
男性は趣味のことや好きなことはマニアックになって結構喋る

男性が入りやすい
団体の雰囲気

自由な出入りがで
きる雰囲気

「嫌なら 1 回で辞めてもいいよ」という場所でないと，興味を持ってくれ
ない
ふらっと行けるサークルみたいに，自由な出入りができるところが良いと
思う
男性は，顔ぶれが決まっている組織に後から入りづらい

女性が多い団体へ
の入りづらさ

男性は興味があっても，女性が多いところだと気後れしてしまう
どの集まりも女性が主流というか，ほぼ女性の会になっている
うちのシニアクラブでは110名近く会員がいるが，男性の比率が25％くら
いです

住民が交流や活動
できる場の充足

地域活動を行う場
の不足

娯楽ができる場があるのとないのは全然違って，地域の課題だと思ってい
る
シニアステーションのように，カラオケ，卓球などができる施設がない

誰とでも気軽に話
ができる場づくり

祭りの際に，コミュニケーションが取れるよう，大勢が座れるテーブルを
作る
ポールウォークの後にお茶を出して歓談する時間を設けています
その場限りのケースが多いけど，それでも話し合ったりするメリットはあ
る
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かせるスポーツ活動］［熱中できる趣味活動］が語られていた。［男性の興味を引く企

画］については，『企画がハマれば，男性の方も来てくれる』『男性は，興味があるこ

となら，行ってもいいと少しでも思うようになる』と言及され，活動内容そのものを

見直す必要性が示された。また，［過去の経験を活かせるスポーツ活動］では，『今ま

でに経験のあるスポーツなら，入りやすい傾向がある』と述べられ，過去の経験が参

加につながる可能性が示された。さらに，［熱中できる趣味活動］に関しては，『没頭

できる趣味があれば，自分のハンデをクリアできる』『男性は趣味のことや好きなこ

とはマニアックになって結構喋る』と語られていた。

【男性が入りやすい団体の雰囲気】では，研究参加者は［自由な出入りができる雰

囲気］づくりが課題であり，男性は［女性が多い団体への入りづらさ］を感じると述

べていた。［自由な出入りができる雰囲気］では，『「嫌なら 1 回で辞めてもいいよ」

という場所でないと，興味を持ってくれない』『ふらっと行けるサークルみたいに，

自由な出入りができるところが良いと思う』と語られ，参加するうえで自由度の高さ

の重要性が明らかになった。また，［女性が多い団体への入りづらさ］では，『男性は

興味があっても，女性が多いところだと気後れしてしまう』と発言され，メンバー構

成が参加の障壁になり得ることが示された。

【住民が交流や活動できる場の充足】では，研究参加者が［地域活動を行う場の不

足］を地域課題として認識するとともに，［誰とでも気軽に話ができる場づくり］の

必要性が浮かび上がった。［地域活動を行う場の不足］に関しては，『娯楽ができる場

があるのとないのは全然違って，地域の課題だと思っている』と語られ，活動拠点と

なる施設の不足が明らかになった。また，［誰とでも気軽に話ができる場づくり］では，

『祭りの際に，コミュニケーションが取れるよう，大勢が座れるテーブルを作る』『ポー

ルウォークの後にお茶を出して歓談する時間を設けています』『その場限りのケース

が多いけど，それでも話し合ったりするメリットはある』と述べられ，地域における

交流の場が人との関係性を育む契機となることが指摘された。

❸ 考察とまとめ� ●●●●●●●●●●●●●●●●●

①　地域活動の参加を促すはたらきかけの重要性

本研究の結果から，高齢男性の地域活動への参加は，周囲による趣向を凝らした誘

いや声掛けといった対人的なはたらきかけを契機に成立していることが明らかになっ

た。特に，地域活動団体の代表者や既存の参加者，同性あるいは共通の趣味を有する

人からの声掛けは，高齢男性が地域活動に参加する重要なきっかけとなっていた。田
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島ら
28）

は，高齢者サロンの高齢男性の参加動機が，老人会長，民生委員，サロン代表者，

メンバーなど複数からの勧誘であったことを報告している。また介護予防事業では，

保健師など専門職の勧誘が参加要因の一つである
25）

。高齢男性は地域住民との交流の

きっかけや方法に疎いと指摘されている
29）

。だからこそ，高齢男性が自発的な参加に至

る以前の段階で，「声を掛けられる」「関心を向けられる」といった経験を通じ，地域

活動との接点を得ることが重要と考えられる。これらの手立ては，高齢男性に限らず，

地域活動に参加していない高齢者全般にも共通するかもしれない。地域活動に不参加

の高齢者は，必ずしも無関心であったり，参加を拒んだりしているわけではなく，参

加に踏み出すためのきっかけが十分に整えられていない状況にある可能性がある。

声掛けの対象について，研究参加者は活動を見物している人を例にあげ，「やって

みませんか」と提案的な声掛けを行っていた。矢野ら
26）

は，高齢男性のなかには他者か

らの誘いを待っている場合があると述べている。このことから，活動に関心を示して

いそうな高齢男性に対し，機を逸さず声を掛けることは，合理的かつ実践的なはたら

きかけである。退職後の男性にとって，新たな活動へ一歩踏み出すには一定の勇気が

求められる
21）

。本研究で示された「お試し体験」を促す工夫は，初参加に対する心理的

ハードルを下げるうえで有効と考えられる。

本研究では，個別性を重視したはたらきかけの重要性も示された。不特定多数に向

けた呼びかけではなく，「あなたに手伝ってほしい」「あなたが必要だ」とその人個人

へ訴えかける言葉は，高齢男性に自己の価値や役割を再認識させる契機となり得る。

一般に高齢期は，定年退職や失業，親しい人の死，配偶者との死別・離別，子どもの

独立といったライフイベントに加え，病気・加療といった健康上の変化も重なり，自

己の存在や役割が揺らぎやすい時期である。こうした状況において，生活の延長線上

にある地域コミュニティで，一個人として役割を期待されることは，高齢者がさまざ

まな葛藤を乗り越え，人生を再構築していく過程を支える重要な視点である。

②　地域活動の内容・場づくりを見直す必要性

本研究では，活動内容や場づくりに関する課題も明らかになった。介護予防事業に

おいて，男性の参加率が高いプログラムは，交流を主とするサロン型よりも教養講座

型である
24）

。また，男性限定の料理教室では，「地域の方々と交流したい」といった動

機よりも「料理のレパートリーを増やしたい」という具体的な目的が，参加動機とし

て高い
19）

。これらの知見から，高齢男性は目的が明確で
24）

，知識や技能を獲得できる活動

を選考する傾向が一貫して認められる。そのため，活動団体においては，男性が関心

をもちやすいスポーツや趣味活動を取り入れることに加え，具体的な知識や技能を身
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につけられる講座・教室を企画するなど，活動内容を工夫・検討していくことが有益

と考えられる。高齢男性の特性の一つとして，女性の前で恥をかきたくない
20）

，女性の

パワーに圧倒されると参加しづらい
29）

といった心理がはたらく傾向がある。また，健康

ウォーキングに参加している男性は，面倒な手間がなく気兼ねなく参加できることを

継続理由にあげている
30）

。したがって，活動団体は，男性を含む新規参加者が参加しや

すい雰囲気づくりや，誰でも気軽に参加できる柔軟な枠組みを整えることは，参加の

継続を支える重要な要素になると考えられる。

最後に，地域住民が日常的に交流や活動を行える場を整備・充実させることの必要

性が示された。Thorntonら
31）

は，高齢者の住まいと公園との距離が身体活動と関連す

ることを指摘している。このことから，地域のなかでスポーツや趣味活動など多様な

活動を展開するには，公共施設などハード面の環境整備が求められる。また，誰とで

も気軽に話ができる場づくりが課題としてあげられたが，論点 1 においても，地域住

民との週 1 回以上の交流が，地域行事，自治会活動，ボランティア活動への参加と関

連していることが確認されている。そこで，高齢者を地域活動へ促すには，情報交換

や声掛けが自然に生まれる足掛かりとして，日常的に住民同士が顔を合わせ，交流で

きる場や機会を用意することが重要である。

とりわけ，地域の関係性の希薄化が進む現代の地域コミュニティにおいては，住民

が交流や活動を行える場を意図的に整備していく必要がある。こうした場を媒介とし

て，これまで地域活動に参加してこなかった高齢者が，日常生活の延長で地域活動と

の接点を得られるしくみづくりが，今後ますます重要となる。

おわりに5
本稿を通して，地域活動への参加は，高齢期における健康維持・増進にとどまらず，

新たな生活のリズムや役割を獲得し，人生を再構築していくための重要な場として機

能していることが示された。とりわけ論点 2 の当事者の語りは，地域活動が日常生活

の延長線上にある「自身の学びや成長」「生きがい・楽しみ」の場として経験され，

生活に広がりや豊かさをもたらしている様相を浮き彫りにした。

人々の価値観が多様化し，地域の関係性のあり方が変容しつつある現在は，地域コ

ミュニティの将来像を模索する過渡期にある。個人の価値観やライフスタイルの尊重

が大切にされる一方で，地域の関係性の希薄化が自身や周囲の暮らしにもたらすさま

ざまな影響について，人々がその意味を理解したうえで，かかわり方を主体的に選び
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取っていく姿勢が求められる。こうした課題は，地域でどのように生きていくのかと

いう多世代に共通する問いでもある。加えて，市民一人ひとりが当事者として，地域

活動を含む暮らしやすい地域を共に創り上げる機会を用意することが重要ではないだ

ろうか。その際，地域とのつながりをもちにくい人や，生活上の困難を抱えるなど，

声が届きにくい立場にある人々が取り残されないよう配慮する視点が欠かせない。行

政・専門職には，こうした住民主体の取り組みや多世代の交流が継続的に行われる環

境を支え，後押しする役割が期待される。

今後は，このような協働の取り組みや交流の場を実際に地域で展開し，それらが地

域社会にどのような変化をもたらすのかを検証していくことが求められる。

【引用文献】

1 ）Watanabe R, Tsuji T, Ide K, Saito M, Shinozaki T, et al :  Comparison of the incidence of 

functional disability correlated with social participation among older adults in Japan. J Am 

Med Dir Assoc 25（6）:  104932, 2024.

2 ）厚生労働省：健康日本21（第三次）の推進のための説明資料（その 2 ）．

	 https : //www.mhlw.go.jp/content/001426891.pdf（参照2025-12-25）．

3 ）一般社団法人日本作業療法士協会：地域包括ケアシステム参画の手引き―作業療法士に求めら

れる生活行為向上の視点を用いて―第 2 版．

	 https : //www.jaot.or.jp/files/chiiki-tebiki2/tebiki2-all.pdf（参照2025-12-25）．

4 ）池田晋平，芳賀博：地域在住高齢者の地域活動の参加を促進する社会的要因．作業療法 41（1）：

31-40，2022．

5 ）池田晋平，松本大輔，芳賀博：高齢男性を地域活動へ促すための工夫と課題―東京都大田区の

日常生活圏域Aにおいて地域活動を推進する人々を対象にした質的調査―．作業療法 44（2）：

167-175，2025．

6 ）橋本修二，青木利恵，玉腰暁子，柴崎智美，永井正規，他：高齢者における社会活動状況の指

標の開発．日公衛誌 44（10）：760-768，1997．

7 ）安齋紗保理，佐藤美由紀，池田晋平，柴喜崇，植木章三，他：地域在住の虚弱高齢者における

社会活動に関連する要因．老年学雑誌 （8）：17-31，2017．

8 ）太田ひろみ：個人レベルのソーシャル・キャピタルと高齢者の主観的健康感・抑うつとの関連

―男女別の検討―．日公衛誌 61（2）：71-85，2014．

9 ）Yamaguchi M, Inoue Y, Shinozaki T, Saito M, Takagi D, et al :  Community social capital and 

depressive symptoms among older people in Japan :  A multilevel longitudinal study. J 

Epidemiol 29（10） :  363-369, 2019.

10）前田尚子：友人関係のジェンダー差―ライフコースの視点から―．老年社会科学26（3）：320-

生きがい研究 第32号_01d-第１編_03.indd   56生きがい研究 第32号_01d-第１編_03.indd   56 2026/03/24   12:39:462026/03/24   12:39:46



— 57 —

第 １編　研究発表

329，2004.

11）佐藤眞一，髙山緑，増本康平：他者との関わり合い─社会のサポート―．老いのこころ―加齢

と成熟の発達心理学― 初版，有斐閣アルマ，2014，pp.163-179．

12）Putnam RD（柴内康文・訳）：インフォーマルな社会的つながり．孤独なボウリング―米国コミュ

ニティの崩壊と再生―　初版，柏書房，2006，pp.106-133．

13）杉原陽子：社会参加．柴田博，長田久雄，杉澤秀博・編著，老年学要論―老いを理解する―　

初版，建帛社，2007，pp.255-268．

14）竹田徳則，近藤克則，平井寛：地域在住高齢者における認知症を伴う要介護認定の心理社会的

危険因子―AGESプロジェクト 3 年間のコホート研究―．日公衛誌 57（12）：1054-1065，2010．

15）Tomioka K, Kurumatani N, Saeki K :  The differential effects of type and frequency of social 

participation on IADL declines of older people. PLoS ONE 13（11） :  e0207426, 2018.

16）田中友規：フレイルにならないために．辻哲夫，飯島勝矢，服部真治・編著，一般財団法人医

療経済研究・社会保険福祉協会・監修，地域で取り組む高齢者のフレイル予防　初版，中央法

規出版，2021，pp.15-55．

17）杉澤秀博，杉原陽子：特定高齢者の候補者の健診受診に対する社会的ネットワークの直接およ

び間接効果―一般高齢者との対比―．日公衛誌58（9）：743-753，2011．

18）池田晋平，安齋紗保理，佐藤美由紀，芳賀博：地域在住高齢者における一般介護予防事業の認

知と社会関係の関連．日保健福祉会誌 27（1）：1-10，2020．

19）辛島順子，中川靖枝：地域在住男性高齢者を対象とした通いの場の創出課題．実践女子大学生

活科学部紀要 53：1-6，2016．

20）松下明，田原正夫，吉本尚：高齢男性の心理が社会的交流に与える影響―質的手法による探究―．

日プライマリケア連会誌 38（4）：349-354，2015．

21）滝澤寛子，若林佳子：退職男性の地域活動グループの育成とグループ活動の変化からみた活動

推進要因．日健教会誌 21（3）：236-244，2013．

22）片桐恵子：過去の社会参加経験が現在の社会参加に及ぼす影響―東京都練馬区と岡山県岡山市

の調査結果―．老年社会科学 35（3）：342-353，2013．

23）吉野純子：定年退職期にある男性の地域活動に対する態度と関連要因．保健師ジャーナル 76（1）：

60-66，2020．

24）大久保豪，斎藤民，李賢情，吉江悟，和久井君江，他：介護予防事業への男性参加に関連する

事業要因の予備的検討―介護予防事業事例の検討から―．日公衛誌 52（12）：1050-1058，2005．

25）小野寺紘平，齋藤美華：高齢男性の介護予防事業への参加のきっかけと自主的な地域活動への

継続参加の要因に関する研究．東北大保健紀 17（2）：107-116，2008．

26）矢野香代，近森由江，広瀬美映，山脇優子：高齢男性の社会参加要因．川崎医療福祉会誌 17（2）：

437-443，2008．

27）グレッグ美鈴：質的記述的研究．グレッグ美鈴，麻原きよみ，横山美江・編著，よくわかる質

的研究の進め方・まとめ方 第 2 版，医歯薬出版株式会社，2016，pp.64-84．

生きがい研究 第32号_01d-第１編_03.indd   57生きがい研究 第32号_01d-第１編_03.indd   57 2026/03/24   12:39:462026/03/24   12:39:46



— 58 —

28）田島愛，大橋明，橋本廣子，上平公子，道林千賀子：高齢者サロンにおける男性の参加要因に

関連する探索的検討．岐阜医療科学大学紀要 （11）：59-72，2017．

29）船山和志，堀口逸子，辻本愛子，丸井英二：横浜市K区における前期高齢者の健康づくりに関

連する要因について．順天堂医 53（3）：438-445，2007．

30）佐藤千穂，齋藤美華，伊藤莉惟：高齢男性が健康づくり事業に参加するきっかけと参加継続の

要因―クアオルト健康ウォーキングに着目して―．山形保健医療研 （23）：1-11，2020．

31）Thornton CM, Kerr J, Conway TL, Saelens BE, Sallis JF, et al :  Physical activity in older 

adults :  An ecological approach. Ann Behav Med 51（2）:  159-169, 2017.

生きがい研究 第32号_01d-第１編_03.indd   58生きがい研究 第32号_01d-第１編_03.indd   58 2026/03/24   12:39:462026/03/24   12:39:46



— 59 —

第 １編　研究発表

4 　�ソーシャルメディアと
地域活動にみる高齢社
会の新たなつながり

菅原　育子
＜武蔵野大学ウェルビーイング学部教授＞

はじめに1
わが国ではこの数年で「人生100年」という言葉を頻繁に目にするようになった。

実際に百寿者は年々増加しており，2025（令和 7 ）年 9 月時点で100歳以上人口は10

万人に迫っている
1）

。長生きが現実のものになるにつれ，新たに得られた時間をいかに

生きるかを考えるべき時代になっている。ところが，「あなたは100歳まで生きたいで

すか」と尋ねられると，「ぜひ生きたい」と諸手をあげて同意する人は，わが国では

決して多くないのが現状である。例えば20代から70代の日本人を対象とした調査では，

「100歳まで生きたいか」との問いに「とてもそう思う」と回答した割合は6.5%，「や

やそう思う」とあわせても26.3%
2）

，また60歳以上の日本人を対象とした別の調査では，

何歳まで生きたいかと尋ねて「100歳以上」と回答した割合は 6 %だったという
3）

。長

生きする確率が高くなったことに対して，喜びよりも不安が勝るというのが，長寿時

代に生きる人々の本音のようである。

長生きが不安である理由は，体力の衰えや自立した暮らしができなくなることへの

不安，経済的な自由さが損なわれることへの不安などがあげられる。「長生きリスク」

という言葉も使われ，リスクへの対策をうたう記事や広告も多く目にする。これらは

不安を減らすことで良き老いを目指すというアプローチといえる。一方，日々の喜び

を増やし，生きがいを感じられる暮らしを可能にすることで長生きを喜べる社会づく

りを目指すというアプローチも，同様に価値のある取り組みであろう。
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ウェルビーイングと人とのつながり，社会とのつながり2
高齢者の幸福感の関連要因に関するレビューによると，一般高齢者の幸福感と関連

する要因は大きく健康，経済，社会，人口学的要因の 4 つにわけられる
4）

。なかでも社

会活動への参加や家族，友人，近隣との交流を含む社会的要因は，それ自体が幸福感

を高めるだけでなく，健康や経済的要因と相まってその効果を発揮する特徴がある。

例えば健康状態が悪化したり日常生活で困りごとが生じたりしたときに，人とのつな

がりは，適切なサポートを提供することで幸福感に貢献する。あるいは健康や経済状

況の悪化が身近な人との関係を悪化させたり，日々に楽しさを提供するような社会活

動を困難にさせたりすることで，幸福感を引き下げることにつながり得る。このよう

に人や社会とのつながりは，幸福感を左右する中心的な役割を担っているといえる。

実際に高齢者自身に人生を豊かにしたり楽しみを増やしたりするものは何かと尋ね

た研究は，人とのつながり，社会における役割の重要性を指摘してきた。世界13か国

で行われた23の研究報告をまとめた研究によると，「サクセスフルなエイジング」を

実現するために重要なものとして一般の高齢者があげる最も多いものが社会への関与

やつながりである
5）

。筆者らが在宅で暮らす90歳以上の高齢者を対象に行った調査では，

「日ごろ楽しみにしていること」について尋ねた。その結果，ほとんどの項目が，要

介護度が高いほど選ばれにくい傾向があったが，例外的に要介護度が高い人にほど多

く選ばれたのが「家族と話す」「近所の人や友人と話す」だった
6）

。この結果からは，

高齢者にとって人や社会とのつながり，かかわりは喜びの源泉であり，それは年を重

ねても重要度が減らないどころか，より増していくものであることが示唆される。

これまでの多くの研究は，高齢になるほど社会関係や社会参加は変化に晒されるこ

とを示してきた。特に友人との交流や社会活動への参加率など，家族以外とのつなが

りは，加齢とともに直線的あるいは曲線的に減少すると指摘する研究が多い
7，8）

。高齢者

の社会参加を促す施策は多く取り組まれているが，既存の活動をより長く続けるため

の支援や，アクセシブルな活動の場を増やす取り組み，身近な人との交流を維持する

支援策など，より高齢になっても社会とつながり続けられるための多様な取り組みが

必要であると考えられる。
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高齢者の人とのつながり，社会とのつながりを支援する新た
な可能性：インターネットを介したつながりの可能性を探る

3

本稿では，高齢者が，より高齢になっても人とつながり，社会とつながり続けられ

るための取り組みとして，インターネットを介したつながりを取り上げたい。わが国

で個人のインターネット利用率が 8 割を超えたのが2013（平成25）年，当時はパソコ

ンでの利用が主流だったが，2017（平成29）年にはスマートフォンでの利用が逆転し

て最も多くなり，今やいつ，どこにいても誰かとつながることができるように進化し

てきた。ICT（情報通信技術）の進化は私たちの生活のさまざまな面に急激な変化を

もたらしているが，高齢者の暮らしにおいてもそれは同様である。高齢世代において

もスマートフォンの保持率，インターネットの使用率，そしてそれらを用いたSNSの

利用率が大きく高まっている。LINEの利用率は全世代で 9 割を超え，代表的なSNS

であるX（旧Twitter）やInstagramも利用率が50代，60代で急激に伸びている
9）

。ICT

の成長発展とともに現役時代を生きてきた世代が「高齢期」に到達しつつある今，高

齢者間のオンラインでのつながりや社会参加をするうえでの活用を無視することはで

きなくなりつつある。

とはいえ，ことインターネットやICTの利活用においては，高齢者をひとくくりに

することは難しい。数年の差で，人生のどの時点でどの技術に触れてきたのかが異な

る世代であり，利用状況も個人により大きく異なる。スマートフォンの所持率は全世

代で高くなっているものの，多様なICTサービスを利用している人は高齢層ほど限ら

れる
10）

。大規模な調査を行うと，高齢者でインターネットを使いこなしている，SNSを

頻繁に使っているという人はいまだ少数派に属する。

そこで本稿では， 2 つの異なるアプローチから，先駆的にインターネットを介した

コミュニケーション技術・サービスを活用している人や事例を取り上げることで，少

し先の未来を考えてみたい。 1 つは，個人の趣味の場や交流の場としてSNSを利用し

ている中高年者を対象とした研究である。もう 1 つは，地域活動という旧来あるつな

がりの場に高齢住民が主体となりICTを取り入れている事例研究である。これらを通

して個人の活動，地域の活動のそれぞれにおいて，より高齢になっても人や社会とつ

ながり続けられるための新たな可能性について考えたい。
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オンラインでの社会参加や社会的交流の特徴4
実際の研究報告の前に，インターネットを介したつながりにはどのような特徴があ

ると論じられているのか簡単に紹介したい。

人と人をつなげるものとして特に注目されるのがSNSあるいはソーシャルメディア

である。これは，インターネットを用いて利用者同士の交流やコミュニケーション，

関係性の構築を支援することを主な目的とするサービスの総称である。ソーシャルメ

ディア利用が人々のウェルビーイングに寄与する経路をまとめると，特に以下の 2 点

が特徴的である
11）

。まず，ソーシャルメディアは自分や周りの人の近況を簡単に共有で

きることで，既存の人間関係の継続を低コストで行うことを可能にする。その恩恵は，

関係維持のために実際の接触や交流にコストのかかる関係，例えば長く連絡を取り

合っていない，物理的に遠く離れている，どちらかあるいは双方が何らかの理由で容

易に外出できないなどの場合において特に大きい。次に，共通の趣味や悩みをもって

いる他人との出会いを可能にした点である。その趣味や悩みが特殊であるなど，身近

なコミュニティ内に仲間を見つけ難ければ難いほど，キーワードやハッシュタグをも

とに他者と知り合えるソーシャルメディアがもたらす恩恵は大きいとされる。

高齢になるほど，健康面や金銭面の理由で遠出をしたり外出したりすることへの

ハードルが高まる人は少なくない。また，自由になる時間が増えて，これまで自分の

周囲にあったものとは異なる新たな活動や趣味，楽しみを開拓しようとする人も多い

だろう。ここまでにあげたソーシャルメディアの特徴を鑑みると，新しい技術は高齢

世代の暮らしや社会活動のニーズに適合したつながりのプラットフォームを提供する

可能性がある。高齢者の幸福感や主観的なウェルビーイングにとっては，このように

現在進行形で発展している技術を活用して自分にあう活動やつながりを見つけ活用し

ていくことは，自分が社会に参加している，自力で活動を選んでいるという感覚を高

め，自己効力感を高めることも考えられる
12）

。ただし，ソーシャルメディアの利用がネ

ガティブに作用する側面も同時に指摘されている。ソーシャルメディアを介して容易

に人と交流できることは，交流への満足感を減らし，むしろ孤独感を高めるという指

摘，匿名のままでの交流を可能にすることで対面交流では抑制されるようなネガティ

ブなコミュニケーションが野放しになるという指摘など，その負の側面も理解しなが

ら研究と実践を進める必要がある
13）

。

インターネットを介した人と人のつながりには，既存の社会関係をICTを活用して
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拡張していくという取り組みも含まれるだろう。対面でのやり取りに制限されていた

コミュニケーションの手段が，この数十年で大きく広がった。離れた人をつなぐ方法

は文字でのコミュニケーションが主流だったものが，音声，静止画，動画と大きく変

化した。このような技術を，高齢者の暮らしにどのように活用していくかという点で

は，まだ研究が乏しい。ICTを活用した社会参加や交流の場としては，教育現場や職

場での導入が先行しているが，私たちの暮らす地域社会でどのように導入され，役立っ

ていくのかは，まだ手探りの状況といえるだろう。

シニア世代のSNSを介した社会参加：シニア向けSNS利用者への調査から5
まず，SNSを積極的に利用している中高年者を対象とした研究を紹介する

14）

。

調査は，日本国内で主に50代以上の中高年層をターゲットとして展開しているSNS

サービス「趣味人倶楽部
15）

」登録会員を対象に行った。会員登録やサービス利用は無料

であり，登録に制限はないので誰でも会員になることができる。このサービスはその

名のとおり趣味でつながるコミュニティづくりが特徴であるが，そのコミュニティの

メンバー同士がオンライン上で交流したり作品やコメントを投稿したりするだけでな

く，「イベント」と呼ばれる，実際に対面で会員同士が交流する会を積極的に進めて

いるところが他のSNSと異なる。なお，コミュニティの立ち上げ，内容，活動等は「管

理者」と呼ばれるユーザーに委ねられている。

利用者や実施した研究の詳細は報告書
14）

を参照していただきたいが，以下では特に

SNSを介した人とのつながりや社会参加の特徴，対面でのつながりとの違い，そして

中高年者にとって，それらのつながりが果たす役割や，幸福感，孤独感などとの関連

に示唆を与える結果をかいつまんで報告する。

❶ SNSを介したコミュニティ参加者へのインタビュー調査から� ●●

まずは，SNS上でつくられたコミュニティに参加し，対面のイベントにも参加して

いる11名にグループインタビューを行った結果から紹介する（図 1，図 2）。

図 1　「趣味人倶楽部」会員へのインタビュー調査概要

調査対象：「趣味人倶楽部」内のコミュニティ参加者　11名（50代 2 名，60代 9 名）
実施時期：2019（令和元）年12月
調査方法：研究者 1 ～ 2 名，参加者 3 ～ 4 名での半構造化グループインタビュー約 1 時間半
分析方法：�逐語録を対象に分析。 1 つから複数の文単位で分析を行い，帰納的-演繹的コーディングを繰

り返し意味のある上位コード及び中/下位コード作成
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参加者は，地域での自治会役員活動や，趣味の活動，仕事でのつきあいなどと並行

して，SNSでの活動に参加していた。対面での交流とは別の，もう一つの居場所とし

て，SNS上での趣味のコミュニティに価値を見出していたようである。そして，日常

生活から離れた交流であることそのものを楽しんでいた。

SNSで知り合った人との交流の特徴については，「現実から離れたつきあい」であ

ることを強調した発言が多くみられた。頻繁に用いられたのが「気軽な」という言葉

である。その意味としては，人物の背景や社会的地位に気をつかわずに対等に付き合

える，という点と，嫌になれば辞めたり離れたりすることができるという点があらわ

れた。

気軽さや，嫌になれば離れられる関係という点を指摘した発言では，例えば以下の

ようなものがあった。

「地域だと，なんか問題あったときに顔合わせにくくなったりするのが，すごい嫌
じゃないですか。コミュ（SNSのコミュニティ）だったら，嫌だったら，辞めれば
いいわけですから」

「一番いいとこは，嫌だなと思ったらやめりゃいいんですよ。もう二度と会わない
んです。それも，よくないといえば（いえるかもしれない）。でも一番，気が楽」

「放っといてもくれよとも思うし，でもそれだけじゃ寂しいよっていうのもある。地
元のサークルはリアルだよね，リアルな地元のサークルはそれは大事だなと思って。
（SNSは）放っといてくれる楽しさ。（地元サークルは）気づかってくれる楽しさ」

次に，SNS上で知り合った人との間にどのようなソーシャル・サポートの交換が行

われているのか，またそれは心身の健康やウェルビーイングにどのように関連してい

図 2　インタビュー調査参加者の基本情報
ID インタビューグループ コミュニティ 性別 年代 役割 趣味人倶楽部利用頻度
A 1 交流 男性 60代 管理人 10回/日
B 1 交流 女性 60代 参加者 1 回/日
C 1 交流 女性 60代 参加者 1 回/日
D 1 交流 女性 60代 参加者 2 回／週
E 2 ウォーキング 男性 50代 管理人 1 回/日
F 2 ウォーキング 女性 60代 参加者 2 回/週
G 2 ウォーキング 女性 60代 参加者 1 回/日
H 3 ウォーキング 男性 60代 参加者 2 回/月
I 3 ウォーキング 男性 60代 参加者 1 回/週
J 3 ウォーキング 男性 60代 参加者 1 回/月
K 3 ウォーキング 女性 50代 参加者 1 回/日
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るのか，という点を探った。その発言からは情緒的な支えになる，有益な情報がもら

える，また自分の生きる張りになるという発言があった。

情緒的サポートについては女性の発言を紹介する。

「病気のこととか，おしゅうとめさんの介護のときとか，いっぱいいっぱいになっ
てたときに，やっぱり，近くの人には言えないじゃないですか，自分の思いってい
うの。そういうの（SNS上の）トピックに，自分の思いを書いておくと，分かる，
とか無理しなくていいんだよ，ってコメントをもらう。（そのコメントに）肩の力
が抜けたりとかっていう。自分もこういう介護してましたよっていう（コメントに）
自分だけじゃないんだって（思う）」

情報的サポートに関連しては，ある女性はSNSで入手した情報を参加しているボラ

ンティア活動に生かしていた。

「（SNSによって）いろんな情報を取れるようになった。（中略）いろんな自分の体
のこととか，健康のこととか，こういうことがあるよっていう，自分では知らない
分野の情報がいっぱい取れるようになって。で，私，ボランティアをしてるので，
そういう所に行ったときに，こういうことがありますよって話ができるっていうの
があるのと，逆にいろんな情報をいただけるっていうのが，私の場合はそれを自分
の活動の中に生かしていけるっていうのが一番かなって思ってます」

評価的サポートについては，自分から情報を発信している人の発言にうかがえた。

例えば自分で記事を投稿している男性は，自分の記事に対する反応が活動を続ける動

機となり，張りあいになっていると述べた。

「それ（記事を立てることを）やらしてもらうことで，ぽかんとした生活じゃなく
て，結構メリハリのある，勉強もできるし，これあげたらどんな反応あるのかなっ
ていうのも分かるんですよね。閲覧者が多いときと，それから書き込みが多いとき
とかって，いろんな話題によって違うから，それ見てるのも楽しいですよね」

SNSが「現実から離れたつきあい」であるという特徴と，そこから得られるソーシャ

ル・サポートは関連している。すなわち，離れているからこそ本音の悩みを話し，似
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た経験をしている他人に支えられる，考えを評価してもらうという交流が生じる。ま

た，身近な交流からは得難い特化した情報が，離れている人とつながるSNSであるか

らこそ得られるといった点が，特徴であると考えられた。逆に，日々の暮らしのなか

で具体的な手助けや支援を交換するといった例は， 3 回のインタビューでは話題にの

ぼらなかった。

このインタビュー調査は，SNSで知り合った人々と対面での交流をしている人を対

象に行ったため，SNS利用者のなかでも特に人との交流に積極的な人に偏っているこ

とが想定されるが，SNSの利用が対面の社会活動の妨げになっているということはほ

とんどみられなかった。インタビュー参加者は仕事や地域活動，趣味活動などを複数

行っており，そのなかの活動の 1 つとしてSNS上での交流もあるようだった。また，

定年退職が近づいて仕事以外のつきあいを求めていた，あるいは近所に自分が参加で

きそうな活動があまりないので，趣味の活動ができる場を探して趣味人倶楽部のオフ

会活動に辿り着いたといった参加者もいた。対面交流とSNS上の交流との使い分けや

重なりには，いくつかのパターンが存在すること，その背景に普段の暮らしにおける

社会交流の状況や交流に対する充足感などが関連することが考えられた。

❷ SNS利用者へのアンケート調査から� ●●●●●●●●

次に「趣味人倶楽部」ユーザー全体に対するアンケート調査の結果を紹介する。こ

の調査の回答者には，趣味人倶楽部の利用頻度が高い人から低い人まで多様な人が含

まれ，対面のイベントに参加したことのない人も多い。これら多様な利用者が，SNS

を介したつながりと，SNS外でのつながりをどのように捉えているかを量的に比較し

た。

回答者のうち，SNSをきっかけに知り合いになった人がいると回答したのは69.8%

だった。さらにそのうち，「SNSで知り合い実際には会ったことのない人」が 1 人以

図 3　「趣味人倶楽部」会員へのアンケート調査概要

調査対象：「趣味人倶楽部」登録者3,651名
実施時期：2020（令和 2 ）年 3 ～ 5 月
調査方法：ウエブ上での自己回答式質問紙調査
質問内容：�SNS上と対面での交流及び社会参加状況，SNS上の交流及び対面での交流から得られるソーシャ

ル・サポート（情緒的，道具的，情報的，評価的）
回答者の基本属性：

男性65.3%，女性34.7%
年齢40～95歳（平均67.7歳，標準偏差8.7）
1 人暮らし19%， 2 人暮らし46%
有職者51%，定年退職経験のある人60%
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上いる割合は66.4%，「SNSで知り合い実際に会ったことがある人」が 1 人以上いる割

合は61.5%だった。一方で，従来のつきあいで，親しい友人がいる人は回答者の87%だっ

た。接触頻度については，友人と週に 1 回以上会う人は20.6%，電話やメール，SNS

などで友人と週に 1 回以上連絡を取っている人は38.7%だった。

社会活動について，対面とSNS上の活動のそれぞれについて尋ねたところ，対面で

の社会活動に参加していない人が20.9%，SNS上でのグループ等に参加していない人

が27.7%と少数派であり，本調査への参加者はさまざまなコミュニティや集団に所属

していることがわかった。活動の種類では，対面，SNS上ともに趣味の活動が多く，

趣味の活動を楽しみ，オンライン，オフライン双方で展開している社会的に活動的な

人々であることが示唆された（図 4）。

対面及びSNS上で参加しているグループやコミュニティは，いずれも趣味のつなが

りが最も多いが，SNS上で同窓会や同期会をつくっている，地域情報を交換するコミュ

ニティに属しているといった回答も高割合でみられたことが印象的である。従来ある，

出身学校や職場の同窓会，あるいは自治会や町内会の活動でなくても，いまやさまざ

まなかたちでオンラインのコミュニティをつくり，同じ世代の人，同じ地域で暮らす

人とつながることができるのである。

さらに，従来の知り合い（家族，親族，友人，近隣など）とSNS上での知り合いの

重なりについて質問したところ，完全に分かれているという人が31%，ほとんどの人

は重複していないという人が31%で，オンラインと対面の交流は重ならず，異なる社

会的ネットワークとして展開されるケースが多いことがわかった。

図 4　対面及びSNS上で参加しているグループやコミュニティの種類別参加割合
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続いて，対面でのつきあい（友人や知人）と，SNS上で知り合った人のそれぞれに

ついて，「心配事や悩み事を相談する」（情緒的サポート），「考えや意見を評価しても

らう」（評価的サポート），「役立つ情報を教えてもらう」（情報的サポート）の 3 種類

のサポートを受けていると考える程度をみた。その結果，いずれのソーシャル・サポー

トについても，SNS上でのつきあいは「当てはまらない」と回答した割合が高かった

（図 5）。互いを支え合うような親しいつきあいについては，対面のつきあいが優れ

ているのは確かそうである。また，対面でのつきあいから得ているソーシャル・サポー

トと，SNSでのつきあいから得ているソーシャル・サポートの間には中程度の正相関

関係（r=.437）があった。対面でサポートを得やすい人はSNS上でのつきあいからも

サポートを得ている傾向があるが，その間には相当なズレもあることが示唆された。

アンケート調査では，SNSを利用する中高年者の，SNSを介した社会活動や知り合

いとの交流について，対面での活動や交流との相違点を中心にみた。調査結果を過度

に一般化することは難しいものの，SNSを積極的に利用して社会とのつながりや活動

の場を広げている中高年者の特徴を知る貴重な資料であると考えられる。

少なくない回答者が地域の自治会等の活動，対面での趣味やスポーツ等のグループ

など，従来の社会集団にも参加していたことは，先に報告したグループインタビュー

の結果と一致していた。SNSを通して知り合った人は，従来の対面での友人や知人と

のつきあいと比較すると，ソーシャル・サポート源としてはあまり望めないものの，

役に立つ情報をくれる，自分を評価してくれるという機能については一定割合の人が

認知しており，これらがSNS利用者の生活を有意義なものにしたり，新たな活動を始

めるきっかけになったり，さまざまなかたちで生活を彩っていることが考えられる。

調査の回答者は60代が中心で，定年退職経験者も 6 割を占める。定年退職は社会参

図 5　SNS上及び対面でのつきあいから得ているソーシャル・サポートの認知
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どちらともいえない あまり当てはまらない
当てはまらない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

情緒的サポート

評価的サポート

情報的サポート

対面のつきあい

当てはまる まあ当てはまる
どちらともいえない あまり当てはまらない
当てはまらない
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加や社会的ネットワークの再構築を促すライフイベントであり，仕事中心の生活を見

直し，地域での活動を始める 1 つのきっかけでもある。今後の世代は地域での活動と

並行して，ソーシャルメディア上に居場所を探し，活動の場を開拓していくという選

択肢が大きくなっていくことが想定される。退職経験をはじめとするライフイベント

がICT利用にどのように影響するのか，また退職を経て，情報機器やサービスとのつ

きあいがどのように変化していくのか，それが人々の老いへの適応やウェルビーイン

グ，健康にどう影響していくかは，今後追及していく価値のある課題であろう。

地域活動でICTを活用する：対面でもオンラインでも交流のあるまちづくり6
ここまでは，対面でのつながりとは別の，新しいつながりの場としてのソーシャル

メディア利用をみてきたが，次に紹介するのは，従来ある地域活動に，オンラインの

技術を導入していく試みである。

2020（令和 2 ）年から世界で猛威を振るった新型コロナウイルス感染症流行への対

策として，学校，職場から友人との交流の場まで，あらゆる社会活動の場面で社会活

動のオンライン化が推進された。地域コミュニティにおいても，多様なICTあるいは

デジタル技術の導入事例が蓄積されつつある
16）

。しかし，地域の草の根的な活動やつな

がりのなかに，このような新たな技術を取り入れるのは簡単ではない。地域コミュニ

ティには学校や職場のようにオンライン化への強制力がはたらきにくいことから，新

しい技術やサービスの受容という面で多様な人が共存する場となりやすい。なかでも

ICTに疎い高齢住民の存在が，しばしば地域活動のオンライン化を阻む存在としてあ

げられる。地域コミュニティにおいては，ICTの導入が，使う人と使わない人の間の

分断をかえって広げてしまうこともあり得る。

以下では，地域活動にICTを多様なかたちで導入することで，オンラインでも対面

でもつながり参加するまちづくりに挑戦している地域コミュニティの事例を紹介す

る。ここであげる事例は，自治体単位，あるいは地域全体でシステムや機器類を導入

し運用したものではなく，高齢化の進む都市部の小さな町での小さな取り組みである。

❶ 地域の課題：つながりの希薄さは心地よいけれど不安� ●●

ここから，筆者が2016（平成28）年よりかかわっている，千葉県柏市布施新町にお

ける「布施新町みらいプロジェクト」の事例を紹介する
17）

。

舞台となる町は東京都心から電車で約30分，最寄りの駅からはバスで10分程度の，
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閑静な住宅地である。人口は約3,000人，1,300戸ほどの戸建住宅地で，1970年代から

開発され，主に東京などに通勤する者とその家族が転入した。開発から時間が経過す

るにつれて子ども世代は地域を離れて独立していった。町内人口に占める65歳以上の

比率は2025（令和 7 ）年10月時点で46.7%，75歳以上が37.4%である。いわゆる高齢化

の進むニュータウンとしての特徴を有する住宅街である。

「布施新町みらいプロジェクト」は，2016（平成28）年に開始した，アクションリ

サーチから生まれた住民主体の地域活動である。大学研究者や市役所，市社会福祉協

議会，住民有志の協働活動としてはじまり，住民が地域にあったらいいと願うものを

プロジェクトとして実現していくという繰り返しのなかから，研究支援が終了した

2019（平成31）年 3 月に住民主体の活動として立ち上がった。その後は地域の自治会

やボランティアグループと連携し，市社会福祉協議会や民間助成機関の活動助成金を

得ながら活動を継続している
18）,19）

。活動の中心を担うメンバーは多くが60代後半から70代

でこのプロジェクトに参加した。

活動を始めてまもなく，解決したい地域課題として浮上したのが，地域のつながり

の欠如と孤立の問題であった。プロジェクト開始当初の2017（平成29）年に実施した

住民対象の質問紙調査及びワークショップでは，町内にはわずらわしい近所づきあい

がなくてよいと高く評価されていた一方で，緊急時や支援が必要になったときの暮ら

しに不安を感じており，そのためにも日頃から住民同士をつないだり取り次いだりす

る場や仕組みが欲しいという声があがった。布施新町は自治体加入率が非常に高く，

高齢住民によるボランティア団体の活動が盛んで，外部から入った筆者の目からみる

とつながりが欠如した地域では決してない。それでも，地域住民の多くは近隣の助け

合いや住民参加が盛んではないと認知し，高齢化が進むなかでつながりの希薄さに対

する不安があった。そこで，プロジェクトでは「住民の誰もが月に 1 回は，町の中で

あそぶ，まなぶ，たべる，たのしむ，はたらく，交流する，などに参加しているまち」

という活動目標を設定し，定期的な活動や交流の場，地域の自治集会場や公園を活用

した不定期の公開イベントなどを開催するようになった。

❷ 高齢住民のICT利用の実態と態度：住民アンケート調査から� ●

プロジェクトでは発足当初から町内でパソコンやスマートフォンの悩みを抱えた人

が相談し合う場をつくるという取り組みが提案され，活動していたが，2020（令和 2 ）

年 2 月以降の新型コロナウイルス感染症の拡大への懸念が，大きな転換点となった。

それまで取り組んでいた地域活動は活動自粛を余儀なくされ，2020（令和 2 ）年の春，
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すべてのイベントや活動が中止となった。しかし， 5 月には運営メンバー全員がオン

ライン会議システムを用いることで顔をみながら集うことができるようになった。ち

なみに，このときに力を発揮したのが「近所に住んでいる人と一緒に取り組んだ」と

いう事実である。ICTに詳しいメンバーが最初に習得し，説明書を手づくりする。そ

れを自宅で印刷して，ICTが苦手なメンバーの自宅ポストへ投函。紙の説明書をみな

がら安心して使い方を習得できたのである。一度つながったら次は仲間同士で何度も

練習し，仲間同士だから恥ずかしくないと励まし合いながら約 1 か月で全員が使える

ようになった。さらに，遠くに住む子や孫の応援，実際に使えるようになると，なか

なか会えない子や孫の姿をみながら会話ができる喜びも，背中を押す力となったそう

である。近くに住む仲間のサポートと，遠くに暮らす子や孫の応援が，それぞれ異な

るかたちで新しい技術を習得する困難を支えたようであった。

運営メンバー自身が新たにオンライン会議システムを修得し，画面越しではあるが

マスクをつけずに顔をみながら話ができるようになったという経験は，プロジェクト

の目標と活動計画の修正に反映された。すなわち，参加やつながりは必ずしも対面に

限る必要はない，オンラインでも参加できたらいいじゃないか，という意見が出され

たのである。そこで企画されたのが，町民がどの程度ICTに関心があるか，ICTを利

用しているかを調べるという調査であった。

実施された調査の概要は図 6のとおりである。

自宅のインターネット環境について尋ねた結果からは，回答世帯の多くがインター

ネットを利用していたが， 1 人暮らし世帯（その 8 割が女性で， 4 割が80歳以上）で

は非利用率が突出して高かった。また，ICT機器について相談する相手として最も多

かったのは別居の家族（50.5%）で，次いで携帯ショップやケーブルテレビ会社など

（41.5%）だった。近所の人に相談するという人はわずか4.6%だった。しかし，近所

図 6　布施新町でのICT利用に関するアンケート調査の概要

調査対象：�町内全世帯（対象世帯数1,177，回収票数802）うち，主回答者が60歳以上の565票を分析対象
とした

実施時期：2020（令和 2 ）年 8 月
調査方法：質問紙調査（配布回収）
質問内容：�自宅のインターネット環境，用いている情報通信機器やサービス，ICTやインターネット技術

に関する考え
回答者の基本属性：男性56.5%，女性42.8%

年齢60～99歳（平均76.57歳，標準偏差6.69）
1 人暮らし20%， 2 人暮らし62%
インターネットを利用していない18.8%
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にスマートフォンやインターネットについて教えてくれる機会があれば利用したいか

との問いには36.5%が「はい」と回答した。

インターネットやスマートフォンに関する態度（受容と抵抗）についての結果（図

7）からは，「技術修得の意図」「変化への抵抗感」「技術への不安・懸念」には年代

差がみられない一方で，「主観的規範」「利便性の認知」「利用の容易さの認知」には

有意な年代差があり，いずれも高齢層ほど評価が低かった。つまり，インターネット

やスマートフォンなどの技術に対して不安や抵抗感をもつ人は年齢にかかわらず一定

割合いるが，高齢の人ほど周囲からそれらの技術を使うべきだという規範を感じてお

らず，使えると便利だ，あるいは使うのは簡単だという肯定的な評価ももっていない

ことから，結果として利用に消極的になりやすいことがわかった
20）

。

これらの結果から，高齢の人ほど周囲にインターネットやスマートフォンを上手に

活用しているモデルが少なく，利便さを見聞きする機会も少ないため，それらに対す

る肯定的な関心をもちにくいことが示唆された。逆にいうと，周りの人が楽しく上手

図 7　インターネットやスマートフォンに関する態度の年代別平均値
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に新しい技術を活用して暮らしていることを知り，また身近にそのような技術に触れ

学ぶ機会があれば，使っていない高齢者のなかにも，使ってみよう，導入してみよう

と挑戦する人が出てくる可能性があるのだ。

❸ 地域活動へのICT導入事例� ●●●●●●●●●●●●

アンケート調査をもとに「布施新町みらいプロジェクト」では，新しい目標を「住

民の誰もが月に 1 回は，町の中であそぶ，まなぶ，たべる，たのしむ，はたらく，交

流する，などに対面またはオンラインで参加しているまち」と改定し，ICTを活用し

て活動に参加したり，つながったり，集まったりする機会や場をつくるプロジェクト

に取り組んできた。

具体的には，対面での活動にICTを導入する，対面とオンラインでの参加を交えた

ハイブリッドの活動の場をつくる，オンラインのみの交流イベントを行う，スマート

フォンやインターネットの相談ができる講座を定期的に開催するなどである。このう

ち，オンラインのみの交流イベントは，感染症に対する懸念が低下した時点で行われ

なくなったが，それ以外の活動は2026（令和 8 ）年 1 月時点で継続中である。

対面活動にICTを導入するというのは，対面での活動で，配信されている動画を使っ

たアクティビティを取り入れたことを指す。感染症の懸念があるときは，発声や接触

の代わりの活動として動画視聴を入れていたが，その後もさまざまな動画やオンライ

ンのコンテンツをみつけて互いに紹介し合ったり，テキストの代わりに動画をみて一

緒に学んだり，インターネット上にあるコンテンツを活用したりすることで活動の選

択肢が広がった。

ハイブリッドの活動とは，一部の参加者は会場で，一部の参加者は自宅などから参

加できるイベントである。対面の会場まで足を運べない人が自宅から参加できる，遠

方にいる講師に参加を依頼できるなど，こちらも活動の幅を広げることにつながった。

プロジェクトが主催するイベントだけでなく，地域の別の会合でもハイブリッド会議

を開催したいという声があがり，その技術面での手伝いをプロジェクトメンバーが行

うようになるなど，地域への波及効果があったのが興味深い。

スマートフォンやインターネットについての講座は，コロナ禍の下ではオンライン

開催，後に対面開催に移行した（図 8）。スマートフォンをもってはいるものの，な

かなか使いこなせないという地域の高齢者が主な参加者であり，参加者からは，同世

代の近所の人だからこそ質問しやすい，丁寧に教えてもらえると好評である。教える

側はプロではないが，それぞれで講習会を受けたり，最新の情報を調べ合ったりして，
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教える側の学びにもなっている。近隣地域で開催された講習会で講師役を務めたり，

地域外の知人が参加しに来たりするなど，地域を越えて活動が広がっている。また，

この講座に参加する人は繰り返し参加することが多いという特徴があり，講座をきっ

かけとしたコミュニティづくりにもつながると考えられる。

❹ 地域をICTと対面でつなぐ� ●●●●●●●●●●●●

事例からは，対面での活動にICTを媒介したさまざまな試みを加えることで「いい

ところどり」ができる可能性がみえてきた。職場や学校と同様，地域においても，イ

ンターネット上のコンテンツを活用したり，遠隔にいる人と場所をつなぐ技術を導入

したりすることで，活動や参加ができる人の幅は大きく広がると考えられる。

地域で新たな技術を導入する最も大きなポイントは，新しい技術に触れたり使って

いる人と交流したりする機会がない人に，技術へのアクセスを提供することにある。

布施新町でのアンケート調査からは，地域に暮らす 1 人暮らしの高齢女性が，社会の

オンライン化から最も取り残されやすいことが示唆される。しかし，近所に相談でき

る人や場があり，その人たちと共に新しい技術を使い始めることができるならば，そ

の技術を介して近所の仲間とつながり続けることが可能になるかもしれない。あるい

は，本人がもたずとも，もっている人が近所にいて，そこに相談に行けば一緒に使え

るというような「拠点」があるのも効果的であろう。地域にはICTの利用において多

図 8　「スマホ教室」の様子
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様な人がいるからこそ，「使う人」と「使わない人」が交わり合う場をつくることは，

デジタル時代の人と人のつながりを生み出す 1 つの方法になると考える。デジタル機

器やICTという，交流をパーソナルなものにする技術と，物理的な場を共有する地域

という，一見，相反する 2 つの場が重なることで，ソーシャルメディアがもっていた

課題と，地域コミュニティがもっていた課題とが互いを補い合って解決され，新たな

コミュニティが創成されていくことを想像したい。

おわりに7
本稿では，長寿化が進む社会において，高齢者のウェルビーイングにとって人や社

会とのつながりが中心的な役割を果たすことを確認したうえで，インターネットを介

したつながりの可能性に着目した。

シニア向けSNS利用者への調査からは，オンラインでの交流が対面のつながりを代

替するものではなく，趣味や関心を軸とした「もう 1 つの居場所」として機能し，情

報的・評価的・あるいは情緒的サポートを通じて生活の充実感や生きがいの形成に寄

与し得ることが示唆された。一方で，深いつながりは依然として対面の友人や知人な

どに依存する側面も大きいことが明らかになった。

また，地域活動へのICT導入事例からは，対面活動にオンラインの要素を組み合わ

せることで，参加のハードルを下げ，活動の幅や参加者層を広げられる可能性が示さ

れた。特に，身近な仲間とともに新しい技術に触れ，共に使う環境は，ICTに不慣れ

な高齢住民にとっての心理的なハードルを下げ，またICTを介して継続的に社会参加

をすることにも役立ち得る。

高齢者のつながりを支えるには，対面かオンラインかという二項対立ではなく，両

者を組み合わせた多層的なつながりの場を整備していく視点が重要であることは間違

いないだろう。今後は，ICTの活用，あるいはソーシャルメディアでの交流が，どの

ような条件のもとで高齢者のウェルビーイングや健康に持続的な効果をもたらすの

か，また利用が困難な人々を包摂する支援のあり方について，研究と実践の両面から

検討を重ねていく必要がある。

【注】本稿は，日本台湾交流協会日台若手研究者協働研究事業（第 1 期）報告書
14）

及び

生活協同組合研究に著者が寄稿したレポート
17）

を元に加筆したものである。
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本号は「個人化する社会と，人・地域のつながり」をテーマに， 4 本の論文を掲載

している。健康であること，経済的な不安がないこと，そして他者や社会とのつなが

りのあることが，幸福や生きがいの重要な規定要因である。本号では，この三つの規

定要因のうち，「つながり」に焦点を当てた。特に，個人化する社会のなかで，人や

地域とのつながりはどのように再編され，生きがいにいかなる影響を及ぼすのかとい

う視点から検討することとした。

主観的幸福感と社会的紐帯の研究は，親密な関係だけでなく，弱い紐帯や紐帯とも

いえない未知の他者との相互作用（非親密な関係）へと関心を広げてきている。石黒

論文「親密ではない他者との相互作用から生じるウェルビーイングの価値」は，こう

いった動向をとらえ，こうした非親密な関係であってもウェルビーイングに影響を及

ぼし得ることを示し，コア・ネットワークが縮小傾向にあり，全人格的なつきあいを

望まない者が増加しているという日本人の人間関係の変化を背景にその意義を位置づ

けている。また，このような日本人の人間関係の変化を考慮するならば，社会的文脈

を共有する関係，例えば「かかりつけ医」や独居高齢者と日常的に接する職業者のよ

うな存在が社会的相互作用を促進するうえで有効であると指摘する。個人化する社会

における人間関係を考えるうえで示唆に富む論点である。

参加の自由度や離脱可能性の高い関係は，個人化が進む社会における人間関係を理

解するもう一つの鍵である。三浦論文「社会参加をとおした高齢者の学び―自己・他

者・地域への認識の広がり―」は，この特徴を備えた三つの社会参加の場（高齢者大

学，絵画教室，就労トライアル事業）を対象に，参加者インタビューから学習過程を

分析している。その結果，参加者が活動を通じて「自分の価値」を再発見し，社会課

題の理解へ広がるという，自己と環境の相互的な学習の循環が示される。このことは，

参加動機が楽しみや満足といった快楽主義的な欲求を充足する社会参加の場であって

も，自己の成長に喜びをみいだし，他者や地域・社会への貢献を通じてユーダイモニッ

クな自己を実現する場となり得ることを示している。

池田論文「高齢者の地域活動への参加は，いかなるかかわりのなかで生まれるの

か？」は，著者が作業療法士として取り組んできた研究成果をまとめたものである。

その独自性は，「人は作業（生活行為）を通して健康や幸福になる」という作業療法

の理念にある。ここから，地域活動への参加が，身体的健康，人とのつながり，生活

特集総括
坂野　達郎＜東京科学大学名誉教授＞
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リズムの形成といった側面を通じて，日常生活全体の活性化へ広がるという，従来の

社会心理学的幸福感研究にはみられないプロセスが示される。さらに，地域貢献意識

の高さが多様な地域活動と有意に関連することや，男性高齢者の参加を促すためにど

のような声掛けが有効かを具体的に論じており，石黒論文の「非親密な他者との相互

作用の価値」や三浦論文の「自己と環境の相互的学習」から得られる理論的理解を実

践的な側面から補完する内容となっている。

菅原論文「ソーシャルメディアと地域活動にみる高齢社会の新たなつながり」は，

オンライン交流の役割と可能性を，SNS利用者アンケートと地域活動へのICT導入事

例から検討している。SNSアンケートでは，オンライン交流が趣味や関心を軸とした

「もう一つの居場所」として情緒的サポートを提供する一方，深い関係性は依然とし

て対面の知人・友人に依存することが示される。また，地域活動へのICT導入事例で

は，対面活動にオンラインを組み合わせることで活動の幅や参加者層を広げ得ると論

じている。「もう一つの居場所」は，個人化が進む社会における人間関係の一形態と

理解できる。ただし，この関係は対面の場でも形成され得る。個人化する社会におい

て，技術が拓く可能性が人間関係をどのように変えていくのかについては，今後も注

視すべき重要テーマである。
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1 　�一に一を加えて�
健康増進
―谷住郷100年マルシェ―

山崎　一由
＜島根県江津市「谷住郷100年マルシェ」代表＞

谷住郷100年マルシェの誕生1
新型コロナウイルス感染症の影響により，地域活動も地域交流もない時期に，「大

好きなふるさとを元気にしたい」との思いで，1 人の男性が地域の人に声をかけて回っ

たことが，「谷住郷100年マルシェ」の始まりである。感染症対策を徹底して，屋外な

ら三密も防げると緊急事態宣言以外は活動を続けた。

感染症が落ち着いてからも自粛生活に慣れ，なかなか地域行事が再開できなかった

ときに，「谷住郷100年マルシェ」の一回一回の活動が人に会えるうれしさや喜び，外

出できる楽しさを思い出させてくれた。地域で集う人々の醸し出す飾り気のない優し

さやユーモア・温かさが，次第に地域全体に元気を与え，地域活動を再開する原動力

になったことは確かである。

100年マルシェ初めての開催 旧川戸駅舎を利用してのマルシェ開催
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谷住郷地区の特色2
谷住郷地区は島根県江津市桜江町の北に位置し，南は江の川が西流しその右岸を国

道261号が走る人口約360人の地域。人家・農地は江の川とその支流である小谷川，養

路谷川の周辺に点在し，大半は山林が占める。集落は，下の原，市，船津・臼木，妙

見谷，天神郷，谷の 6 集落があり，高齢化率は約48％である。少子高齢化が進むなか

でも，地元神楽団が舞う夜桜まつりや地域行事などイベントを通じて活力を維持して

いる。また，肥沃な土地を活かした長いもやゴボウの栽培も盛んである。

図 1 　 6 つの集落により形成される谷住郷地区

大好きなふるさとを元気に3
2020（令和 2 ）年，新型コロナウイルス感染症が流行しはじめ，地域活動・地域交

流が全くできなくなった。感染が少し落ち着いてからも，通常に戻ることはなかなか

難しく，地域活動も再開できず，外へ出ることも少なくなっていった。わきあがる「大

好きなふるさとを寂しい地域にしたくない」という思いを抑えることができなかった。

そこで，地域の人が野菜づくりやハンドメイドを楽しんで，それを生きがいとして出品

し，やがて健康増進へとつながっていく。来場者と会話を楽しみ，笑顔の交流をしてもら

う。これが健康寿命をのばす秘訣ではないだろうか。100歳になっても大好きなふるさと

で暮らしている人が大勢いる。このイベントが，我がマルシェがふるさとの健康長寿を実

生きがい研究 第32号_02b-第２編_01.indd   83生きがい研究 第32号_02b-第２編_01.indd   83 2026/03/24   12:40:552026/03/24   12:40:55



— 84 —

現する，その一端を担うことができるなら，こんなにありがたいマルシェはないと信じて，

マルシェの名前を迷うことなく「谷住郷100年マルシェ」と命名して出発。GoGo谷住郷。

開催場所でもある地域のコミュニティ交流センターの新センターへの移転も良き発

足記念の追い風となり，2021（令和 3 ）年 5 月に有志による「谷住郷100年マルシェ」

を開催。2021（令和 3 ）年 8 月に谷住郷まちづくり協議会地域振興部事業となり，現

在まで続いている。「谷住郷100年マルシェ」は出店して交流したい人同士が集まり，

自分たちで準備をし，自分たちで片づけるというスタイル。大がかりでなく気軽にイ

ベントを楽しむというスタイルも長続きしている秘訣と思える。

音楽イベントと同時開催することもある お茶席でけん玉パフォーマンス 
（琴：執筆者／けん玉：マルシェメンバー松本さん）

谷住郷100年マルシェの活動4
第 1 ・ 3 日曜日の10時～12時に，谷住郷地域コミュニティ交流センターでの開催が

基本である。広報は地域のお便りや市の無線放送，時にはチラシを作成し新聞折込み

で宣伝している。地元のお祭りや行事と重なる場合は，休みや日にちを変更するなど

臨機応変に対応。出店するのは半数以上が高齢者である。お客さんが多くても少なく

ても，寒くても暑くても，毎月第 1 ・ 3 日曜日には必ずみんな集まって来る。自分の

畑でつくった野菜や地域のお茶，ハンドメイドなどさまざまなものが並ぶ。

マルシェだけにとどまらず，音楽イベントや展示会，地域の草木染教室体験会を同

時に開催したり，休憩所を設けてお茶席を用意したりするなど，買い物だけではない

楽しみも提供している。型にとらわれることなく「次はこれがしたい！　これをしよ

う！」と意欲的に取り組んでいる。地域外からの出店も多く，出店する人も買い物に
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来る人も会話が弾み，いつもいきいきとしている。廃線になった旧JR三江線の川戸

駅舎を観光資源として活用してほしい，との江津市の意向に添って，賛同する思いで

旧駅舎を利用し開催している。

趣を感じる旧川戸駅舎でのマルシェ開催（上）
回を重ね，多くの人で賑わう会場（右）

仲間との別離5
2024（令和 6 ）年，創立メンバー 8 人のうち 2 人が亡くなるという深い悲哀に打ち

のめされた。逢うて別れは人の世の習いとはいえ，発足時から共に活動してきたこと

を思うと，深い哀しみを誘う。静寂のなか，自宅からの 2 人の出棺には棺の運び手を

担う。棺を抱くようにもつ手には厳しい現実の重みが伝わってくる。

厳しい現実といえば，マルシェ初日は前夜からの強い暴風雨がおさまらない朝だっ

た。準備をしていく先から，全身が雨風に襲われる。決して狭いスペースではないの

だが，会場の奥の机やいすにまで吹き込んでくる。せっかくの初日「今日はやめてお

こうよ」と，誰かがいってもおかしくないひどい荒れ模様だった。それでも，誰一人「や

めよう」とはいわず，黙々と自分の持ち場を設置していく。このねばりが功を奏してか，

オープン時間には風もおさまり，小雨のなかだが少しずつ来場者が集まり始めた。

「そうだったね，あの初日は…。高齢者の多いマルシェ参加者だから，これからも

平坦な道ではないだろうが無理しすぎずゆっくり続けていくね」

そう思い巡らしていると，出棺を告げるクラクションが鳴り響いた。知らず知らず

のうちに涙ばかりが零れ落ちてきた。
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大好きなふるさとに集える素敵な場所。それ
が谷住郷100年マルシェ

発足メンバーと出店者（2021年 5 月撮影）

三方良しの恵み6
2025（令和 7 ）年12月に開催100回目を迎えた。内閣府から高齢者の社会参加活動

として認められ，全国の高齢者グループを顕彰する2024年度社会参加章に選ばれた。

活動を続けるメンバーにとっても，来場者にとっても，大好きなふるさとの地域にとっ

ても，喜び合える素敵な場所と役割。「三方良しの恵み」が何のてらいもなく，ます

ます豊かに広がっていきますように。

（東京から一番遠い）大好きな小さなふるさとの小さな催しものだけど，「一に一

を加えて億とす」という言葉があるように，健康増進・健康長寿を心の奥に秘めなが

ら，朴訥だけどみんなで楽しみながら，明日もこれからも「谷住郷100年マルシェ」

を開催していきたい。

内閣府，社会参加章受章（2024年） マルシェの開催案内チラシ
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第 2編　生きがい健康づくり事業報告

集うことや人と会うことに制限が加わったコロナ禍，日本中で，人がほとんど歩い

ていない通りや，閉じこもる人が増えていきました。このままではいけないと感じつ

つも，感染を拡大させたらという恐怖のなかで集う場を開くことを躊躇する担い手も

少なくありませんでした。そんななかで，山崎さんたちを突き動かしたのは「谷住郷

が好き，好きで好きでたまらない」という故郷への想いだったと思います。

開催回数も100回を超え，買い物の場だけではなく，お茶をしながらの交流など，

地域のなくてはならない場として定着しているといいます。おそらく，はじめた当初

は，来る人はわずかでも，谷住郷が動いていると感じてもらえたらよいくらいの気持

ちでいらしたのだと思います。

今では，好きや得意を誰かに提供したいという人が谷住郷の外からも現れ，多様な

チカラが集まり，必要な人に届けられるプラットホームにもなっているのはスゴイこ

とです。これは，スタート当初から今も大事にしている「枠を定めない」という運営

方針が，人の関わる余白を生み出してきたことによると思われます。100年マルシェは，

歳を重ねてもなお，「私もやってみたい」「もっとやってみたい」を引き出す，町の元

気を生み出す居場所といえるのではないでしょうか。

コメント
澤岡　詩野＜東海大学健康学部健康マネジメント学科准教授＞
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防災への使命感で立ち上げた非常通信の会1
アマチュア無線は，約55年前の私が中学から高校時代にかけて大きなブームとなり，

「趣味の王様」と呼ばれていた。国家試験に合格し無線従事者免許証を取得してから

無線機を製作または購入し，申請して免許状（コールサイン）を得て開局するという

手間が必要だが，当時，多くの人が挑戦して開局していた。私も電気やラジオに興味

があり，中学 3 年で国家試験を受けたが不合格，高校入学後に再挑戦し合格。『JH3ISO』

という世界に一つだけのコールサインを取得した。アンテナや周辺機器を自作し，日

本全国やさらには海外のアマチュア局と交信することも可能となったのである。

QSLカード（交信証明書）を交換して集め，その地域に思いをはせるのはとてもロ

マンがあった。私は特に電信（モールス通信）による交信が好きで，弱い電波でも地

球の裏側まで届き，非常に魅力的であった。

この頃に地元の「生駒アマチュア無線クラブ」に所属し，先輩から技術を学び活動

を続けていたが，就職後は自営の仕事が忙しくなり， 5 年に一度の再免許申請は欠か

さず行っていたものの，次第に無線から離れていった。

2019（令和元）年，先輩のハム（アマチュア無線家のこと）より「阪神・淡路大震

災や東日本大震災時に固定電話，携帯電話，インターネット等の公共通信網が途絶し

た際，アマチュア無線の直接電波で多くの人が助かった事例がある」という話を聞き，

生駒市でも非常通信の会を立ち上げようという提案を受けた。最初は仕事の忙しさを

理由に辞退を考えたが，「杉江さんが適任」との言葉に責任を感じるとともに素晴ら

しい活動だと感じ，会の発足を引き受けた。こうして「生駒市アマチュア無線非常通

信協力会（IAE）」が誕生し，生駒アマチュア無線クラブの14名で活動を開始した。

2 　�趣味の無線で社会貢献
―アマチュア無線で取り組む地域防災―

杉江　久男
＜奈良県生駒市「生駒市アマチュア無線非常通信協力会」会長＞
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市と連携し市役所屋上に常設アンテナを設置2
非常通信には生駒市の各地区から被害状況等の伝達が必要になるが，局免許期限切

れや閉局の多い現状を踏まえ，再開局やアンテナ設置の協力支援を重ね会員を増強し，

一定の体制が整った段階で生駒市役所防災安全課へ協力を提案した。市の危機管理監・

市長を交えて協議を行ない，2020（令和 2 ）年12月に実証訓練を実施するにいたった。

市役所屋上に仮設アンテナを設置し，市災害対策本部（市役所内）から市内各局と

の交信試験を行なった。その訓練内容はかなりリアルで，実際の災害さながらの緊張

感であった。結果，実際の災害時に有効であることが確認され，2021（令和 3 ）年 3

月に，生駒市と「災害時における情報収集伝達の協力協定」を締結することができた。

以降，毎年生駒市と合同で通信訓練を実施し，スキルの向上に努めている。2025（令

和 7 ）年 7 月には，市役所屋上に念願だった常設アンテナを設置し，ハンディ無線機

を持参すれば会員なら誰でもベース局を開設できる体制が整った。

後継者の育成と啓発普及の取組み3
会員の平均年齢は72歳と高齢化が進んでおり，「アマチュア無線技士養成講習会」

を開催して後継者育成も行なっている。また，市の各種イベントに参加し，若年層へ

の普及啓発活動も行なっている。総務省の制度改正（2023（令和 5 ）年 3 月22日施行）

により，資格のない人でも有資格者が最初と最後だけオペレートすることで無資格者

の体験交信が可能になったことから，各種イベントでは「体験運用」を中心に実施し，

多くの人に無線の魅力を伝えている。

2024（令和 6 ）年 9 月には生駒市から推薦を受け，内閣府よりエイジレスライフ「社

会参加章」を受章した。これは長年の社会貢献活動が評価されたもので，会員にとっ

て大きな励みとなった。同年 9 月 8 日には，自衛隊通信班長を招き，アマチュア無線

家は言葉が丁寧過ぎたり余分な情報を話したりして長くなってしまう傾向があるの

で，災害時の迅速な通信技術を学ぶ講習会も開催した。

2025（令和 7 ）年 5 月10日には，生駒山麓公園で開催された日本アマチュア無線連

盟奈良県支部主催のイベントに参加し，体験運用とともに55年前の万博記念局

「JA3XPO」を今回の万博記念局「8K3EXPO」の移動局として運用。往年の記念局

と交信経験をもつ会員もおり，当時を懐かしみながら多くの局と交信を楽しんだ。ま
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た，この活動はPORTA誌に掲載され，それをみると会員全員が笑顔で写っていて，

楽しくて結束力のあるよい会になったと再確認できた。

2025（令和 7 ）年10月19日には，生駒市総合防災訓練の一環として駅前広場で開催

された「防災マルシェ」に参加し，テントを立てて体験運用や電気実験装置を展示。

多くの子どもたちに電波のしくみや通信の大切さを楽しく体験してもらった。小紫市

長にも交信を体験していただき，「貴重で楽しい経験だった」との感想を頂戴した。

会員の多くは定年後も専門的な知識や技術を生かして活動しており，「アマチュア

無線を楽しみながら社会に貢献できることが生きがいになっている」との声が多く聞

かれる。

イベントでの交信体験（体験運用） 内閣府「社会参加章」受章後，小紫雅史生駒
市長（右から 3人目）表敬訪問

小紫雅史生駒市長に体験運用をし
てもらい修了書を手渡し

自衛隊講習会での集合写真
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2025（令和 7）年 5月に撮った，山麓公園で
のメンバー集合写真

南海トラフ地震に備えて～仲間との和を大切に活動継続～4
現在の会員数は約50名。毎週木曜日の20時からは通信訓練を兼ねた「ロールコール」

を行い，結成以来300回を超えた。「ロールコール」とは，主に会員を対象に，取り決

めた周波数でキー局から呼びかけて，受信している局に応答してもらい電波の強度や

了解度のレポートを貰う交信のことである。当会では毎週平均25～30局から応答があ

り，実際の災害時の通信訓練も兼ねている。

発生が懸念される南海トラフ地震などの大規模災害に備え，常に健康管理に留意し

ながら，明日に起こるかもしれない大災害に備えて訓練を継続していくことが我々の

使命であると考えている。今後も「和」を大切にし，会員相互の親睦を深めながら活

動を続けて行く所存である。
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盛況だった「ららまつり」 「ららまつり」で開催した交信体験（体験運用）

「ららまつり」での集合写真 防災講習会での講演
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かつて電子工作に夢中になった少年たち，世界につながる自分だけの無線基地局に

ワクワクした青年たち。それが今や，発災時の通信網を確保すべく日々うごく地域の

ヒーローに！　これまでの知識や経験を活かし，地域に貢献するシニアのお手本のよ

うな取り組みです。といってしまえば，そこまでなのですが…。この取り組みのスゴ

イところは，災害時支援の活動として自治体や町内会・自治会が組織した受け皿に，

みなさんが乗っかって動いているのではないことです。

昔とは異なり，誰もがインターネットを介して簡単に世界とつながることができる，

動画の配信も行える時代に，アマチュア無線は時代遅れとも思われがちです。そのな

かで，「未曽有の大災害時にもアマチュア無線網が大活躍した」という情報から，誰

に頼まれたわけでもないのに，ワクワクの仲間たちに声をかけて公的な仕組みまでも

つくり上げたことはスゴイことです。

「アマチュア無線への愛」と「自営業や企業で培ってきた職業人としての知識や経

験」とが合わさったからこそ生まれた地域防災を担う草の根の動き。想像ではありま

すが，通信訓練のために行われる毎週木曜日のロールコールは，メンバーの毎日にハ

リを与え，安否確認にもつながっているようにも思われます。

コメント
澤岡　詩野＜東海大学健康学部健康マネジメント学科准教授＞
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編集後記

ますます変化のスピードが速くなっていく社会のなかで，人の価値観，「生きがい」
も変化していくことが考えられます。そんな時代に求められるのは，不変の事実を見
極めつつも，社会や個人の変化に目を向けながら，「生きがい」を再定義していこう
とする姿勢であるといえます。これは学術誌では難しく，「生きがい研究」のような
媒体だからこそできることといえるのではないでしょうか。執筆にあたっては，無理
難題であることを理解しつつも，編集委員会で議論された論点をお伝えし，課題提起
や提言も書いてくださいとお願いしています。

「生きがい研究」32号では，現代社会の大きな課題となっている「個人化」をメイ
ンのキーワードとしました。「個人化」には，個々の生き方に自由度が増す一方で，個々
にさまざまな生活リスクへの対処が求められるという，良い面と負の側面があること
がしられています。昭和に比べて隣近所で支え合わなくても生きていける時代，自宅
から，距離や時間を選ばずに人や社会とつながれる時代，そんな変化のなかで人や地
域のつながりがどう変わりつつあるのか？　生きがいにどんな影響を及ぼしているの
か？　本号では， 4 名の異なる専門分野の研究者に，『個人化する社会と，人・地域
のつながり』をテーマに論じていただきました。

これまで親密さを前提にコミュニティやつながりのあり方が検討されてきたなか
で，そこに距離をおく人，そこに拒否感をもつ人が増えつつあることがさまざまなデー
タで明らかにされています。石黒格氏の研究報告のキーワードとなっている「親密で
はない他者」は，新たな視点を提示するものといえます。インターネットが高齢層に
も急速に普及していくなかで，対面を前提としないコミュニケーションが定着しつつ
あるといえます。

ソーシャルメディアの普及に着目した菅原育子氏の研究報告は，これからの高齢者
のつながりや活動のあり方を考えるうえで重要な視点を提示するものといえます。

活動に後ろ向きな人にも目を向けた池田普平氏の研究報告では，「地域の関係性の
希薄化が自身や周囲の暮らしにもたらすさまざまな影響について，人々がその意味を
理解したうえで，かかわり方を主体的に選び取っていく姿勢が求められる」と指摘し
ています。これは，個々人が，それぞれの生きがいのあり様を自身で考え選び取って
いくこと，社会としてこれを支えていく必要性を提示しているといえます。

活動継続と社会への学びの関連を示した三浦知陽氏の研究報告は，この支えを考え
るヒントを提示しているといえるのではないでしょうか。

特別寄稿，研究発表，事業報告から，本号に込められたメッセージ「個人化を前提
にどのような社会をつくっていくのか？」を読み解き，共に考え，ヒントをみつけて
いただけたら幸せです。
� （澤岡　詩野）
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